
西
日
本
豪
雨
１
週
間

売
却
額
は
３
千
億
〜
５
千
億

円
に
上
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

西
友
は
業
績
低
迷
が
続

き
、
店
舗
も
老
朽
化
し
た
物

件
が
多
い
。
食
品
か
ら
衣
料

ま
で
取
り
扱
う
総
合
ス
ー

パ
ー
業
界
全
体
が
振
る
わ
な

い
中
、
事
業
全
体
の
買
収
は

同
業
他
社
に
魅
力
は
薄
く
、

交
渉
は
難
航
し
そ
う
だ
。
買

い
手
が
現
れ
て
も
、
店
舗
網

や
人
員
の
リ
ス
ト
ラ
が
加
速

す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
【
共
同
】
西
日
本
豪
雨
で
警
察
庁
は
１
２
日
、
被
災
地
で
の
死
者
が
１
４
府
県

２
０
０
人
に
上
っ
た
と
発
表
し
た
。
共
同
通
信
の
ま
と
め
で
は
、
広
島
、
岡
山
両

県
を
中
心
に
６
０
人
超
が
安
否
不
明
。
１
５
府
県
で
約
７
千
人
が
な
お
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
近
畿
か
ら
九
州
ま
で
広
範
囲
に
大
雨
特
別
警
報
が
出
さ
れ

て
か
ら
１
３
日
で
１
週
間
。
土
砂
崩
れ
や
河
川
氾
濫
の
被
害
を
受
け
た
地
域
で
は

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
進
ま
ず
、
生
活
再
建
の
め
ど
は
立
た
な
い
。

１
５
府
県
で
７
千
人
な
お
避
難

分
野
に
集
中
し
て
お
り
、
人

口
減
少
な
ど
で
成
長
余
力
が

乏
し
い
日
本
市
場
か
ら
の
撤

退
を
決
め
た
と
み
ら
れ
る
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
側
は
国
内
の
同
業

他
社
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
売

却
の
打
診
を
始
め
て
い
る
。

　
【
共
同
】米
流
通
大
手
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
が
傘
下
の
国
内

ス
ー
パ
ー
大
手
西
友（
東
京
）

を
売
却
す
る
方
針
を
固
め
た

こ
と
が
１
２
日
、分
か
っ
た
。

米
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
大

手
ア
マ
ゾ
ン
・
コ
ム
と
の
競

争
で
大
型
投
資
を
デ
ジ
タ
ル

対
ネ
ッ
ト
通
販
に
集
中

死者２００人、不明６０人超
人
口
減
の
日
本
市
場
撤
退

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
、
西
友
売
却
へ

米
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
負
担
増
要
求

ト
ラ
ン
プ
氏
「
離
脱
せ
ず
」

聖
火
リ
レ
ー
は
福
島
ス
タ
ー
ト

「
復
興
」
を
前
面
、
東
京
五
輪

　
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
共
同
】

米
欧
軍
事
同
盟
の
北
大
西
洋

条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
首

脳
会
議
に
出
席
し
た
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
は
１
２
日
の
記

者
会
見
で
各
国
に
よ
る
防
衛

費
の
負
担
増
を
重
ね
て
要
求

し
た
。
加
盟
各
国
の
負
担
増

に
向
け
た
取
り
組
み
も
一
定

程
度
評
価
し
た
。「
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
か
ら
離
脱
で
き
る
が
、
そ

の
必
要
は
な
い
。
関
与
も
揺

ら
い
で
い
な
い
」
と
述
べ
、

関
与
継
続
の
考
え
を
示
し

財
政
再
建
、
国

民
理
解
が
必
要

経
済
同
友
会
が
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

る
目
標
に
つ
い
て
「
前
進
は

あ
る
が
、
ま
だ
や
る
べ
き
こ

と
は
多
い
」
と
す
る
共
同
宣

言
を
採
択
し
た
。
目
標
を
即

刻
達
成
す
る
よ
う
求
め
る
ト

ラ
ン
プ
氏
の
立
場
と
は
隔
た

り
が
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
、
現
段
階
で
２
％
に

達
し
て
い
る
の
は
米
国
を
含

む
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
２
９
カ
国

中
、
５
カ
国
に
す
ぎ
な
い
と

指
摘
す
る
一
方
「
ド
イ
ツ
は

ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
何
十
億
ド
ル
（
何

千
億
円
）も
支
払
っ
て
い
る
」

と
改
め
て
批
判
し
た
。

　

首
脳
会
議
は
２
０
年
ま
で

に
、
有
事
の
際
①
３
０
機
械

化
大
隊
②
３
０
飛
行
中
隊
③

３
０
戦
闘
艦
―
を
３
０
日
以

内
に
配
備
で
き
る
即
応
態
勢

の
確
立
を
決
め
た
。
朝
鮮
半

島
の
完
全
か
つ
検
証
可
能
で

不
可
逆
的
な
非
核
化
の
「
全

面
的
な
支
援
」
で
も
一
致
し

た
。

　

共
同
宣
言
は
こ
の
ほ
か
、

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部

ク
リ
ミ
ア
半
島
を
「
違
法
に

併
合
」
し
た
と
明
記
し
た
。

　

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
ネ
ッ
ト

通
販
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

国
内
で
は
楽
天
と
西
友
が
生

鮮
食
品
の
ネ
ッ
ト
通
販
ス
ー

パ
ー
で
提
携
。
５
月
に
は
イ

ン
ド
の
ネ
ッ
ト
通
販
大
手
フ

リ
ッ
プ
カ
ー
ト
を
買
収
す
る

と
発
表
し
て
い
た
。
一
方
、

業
績
不
振
に
陥
っ
て
い
る
米

国
や
中
南
米
な
ど
の
店
舗
の

閉
鎖
を
進
め
、
採
算
の
改
善

を
目
指
し
て
い
る
。

　

西
友
に
よ
る
と
、
現

た
。

　

防
衛
費
に
つ
い
て
は
現
行

目
標
値
で
あ
る
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
２
％
の
達
成

だ
け
で
な
く
、
４
％
に
倍
増

す
る
よ
う
要
請
。
１
１
日
の

会
議
後
、ツ
イ
ッ
タ
ー
に「
直

ち
に
２
％
払
え
」と
投
稿
し
、

不
満
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

　

ロ
シ
ア
か
ら
の
防
衛
を
米

国
の
軍
事
力
に
頼
る
欧
州
側

は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
批
判
的
な

ト
ラ
ン
プ
氏
へ
の
警
戒
感
が

強
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
６

日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の

会
談
を
予
定
し
て
い
る
。
欧

州
側
は
会
談
の
行
方
を
慎
重

に
見
守
る
こ
と
に
な
り
そ
う

だ
。

　

２
日
目
の
首
脳
会
議
は
ロ

シ
ア
と
紛
争
を
抱
え
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
グ

ル
ジ
ア
）
の
情
勢
や
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
テ
ロ
掃
討

作
戦
を
協
議
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

ス
ト
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
事
務
総

長
が
記
者
会
見
し
た
。

　

首
脳
会
議
は
、
加
盟
国
が

防
衛
費
を
２
０
２
４
年
ま
で

に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
に
増
加
す

被
災
地
支
援
に
予

備
費
２
０
億
円

物
資
輸
送
で
緊
急
車
両
扱
い

明
者
捜
索
や
救
援
活
動
を
継

続
。
気
象
庁
は
、
被
害
が
大

き
い
中
国
・
四
国
地
方
の
各

地
で
週
末
に
か
け
て
厳
し
い

暑
さ
が
続
く
と
し
て
、
熱
中

症
予
防
や
体
調
管
理
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

鉄
道
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
な
ど

１
０
事
業
者
２
６
路
線
が
運

休
。
Ｊ
Ｒ
四
国
で
も
復
旧
ま

で
最
長
２
カ
月
か
か
る
区
間

も
あ
る
。
国
土
交
通
省
に
よ

る
と
、
高
速
道
路
は
８
路
線

８
区
間
で
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
る
。

　

死
者
・
不
明
者
が
２
９
９

人
に
上
っ
た
１
９
８
２
年
の

長
崎
大
水
害
以
降
、
最
悪
の

豪
雨
被
害
と
な
っ
た
。
総
務

省
消
防
庁
に
よ
る
と
、
避
難

指
示
・
勧
告
対
象
は
最
大
で

２
３
府
県
、
約
８
６
３
万
人

に
及
ん
だ
。
７
日
に
１
９
府

県
で
４
万
２
千
人
を
超
え
た

避
難
者
は
１
２
日
正
午
時
点

で
、
１
５
府
県
で
７
０
８
５

人
。

　

被
災
地
で
は
警
察
や
自
衛

隊
、
消
防
、
海
上
保
安
庁
が

７
万
人
以
上
の
態
勢
で
不

西日本豪雨で大雨特別警報が出されてから１３日で１週間。
避難所となった岡山県倉敷市真備町地区の岡田小の体育館
には、多くの被災者が身を寄せている＝１２日午後（共同）

　
【
共
同
】
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー
で

４
７
都
道
府
県
を
巡
る
順
番

と
日
程
が
１
２
日
、
決
定
し

た
。
開
催
理
念
で
あ
る
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
「
復
興
五

輪
」
を
前
面
に
打
ち
出
し
、

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
な
ど
震
災
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
福
島
県
を
同
年
３

月
２
６
日
に
ス
タ
ー
ト
す

る
。
一
筆
書
き
で
日
本
列
島

を
お
お
む
ね
時
計
回
り
に
巡

り
、
７
月
２
４
日
の
開
会
式

で
東
京
・
新
国
立
競
技
場
の

聖
火
台
に
点
火
さ
れ
る
。
聖

火
リ
レ
ー
の
総
日
数
は
移
動

日
を
含
め
１
２
１
日
。

　

大
会
組
織
委
員
会
、
東
京

都
、
政
府
な
ど
大
会
準
備
に

関
わ
る
組
織
の
ト
ッ
プ
を
集

め
た
調
整
会
議
で
了
承
さ
れ

た
。
具
体
的
な
ル
ー
ト
は
、

今
回
の
日
程
を
基
に
各
都
道

府
県
の
実
行
委
員
会
が
策
定

す
る
。
組
織
委
が
こ
れ
を
取

り
ま
と
め
、
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）

の
承
認
を
得
た
上
で
来
年
の

春
か
ら
夏
に
か
け
て
公
表
す

る
。
１
９
６
４
年
東
京
五
輪

と
同
様
に
沖
縄
県
を
出
発
点

と
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
組

織
委
は
福
島
県
を
選
ん
だ
理

由
と
し
て
被
災
地
の
中
で
も

避
難
生
活
を
送
る
人
が
多
い

点
な
ど
を
挙
げ
「
困
難
を
乗

り
越
え
る
力
や
不
屈
の
精
神

を
全
国
に
受
け
継
い
で
い
く

聖
火
リ
レ
ー
に
し
た
い
」
と

説
明
し
た
。

　

序
盤
の
３
〜
４
月
は
比
較

的
温
暖
な
地
域
を
目
指
し
、

福
島
県
か
ら
本
州
を
南
下

し
、
大
阪
府
か
ら
四
国
、
愛

媛
県
か
ら
九
州
に
渡
る
。
九

州
の
東
側
を
南
に
下
っ
て
５

月
初
旬
に
沖
縄
県
で
折
り
返

し
、
九
州
の
西
側
を
北
に
向

か
う
。
そ
の
後
、
中
国
地
方

を
経
て
日
本
海
側
を
北
上
。

６
月
中
旬
に
北
海
道
に
入
っ

て
岩
手
県
、
宮
城
県
を
通
過

し
た
後
は
、静
岡
県
に
飛
び
、

終
盤
は
東
京
の
近
隣
県
を
駆

け
抜
け
る
。
都
道
府
県
別
の

日
数
配
分
は
開
催
都
市
の
東

京
が
１
５
日
、
被
災
３
県
の

岩
手
、
宮
城
、
福
島
と
東
京

都
外
で
複
数
の
競
技
会
場
が

あ
る
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、

静
岡
の
計
７
県
を
そ
れ
ぞ
れ

３
日
間
、
そ
の
他
の
３
９
道

府
県
は
各
２
日
と
し
た
。

　

組
織
委
の
森
喜
朗
会
長
は

「（
日
程
決
定
で
）
各
県
も
喜

ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
し
、
ま

さ
に
本
気
に
な
っ
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
心
を
持
っ
て
く

だ
さ
る
だ
ろ
う
。
感
激
、
感

動
の
あ
る
リ
レ
ー
に
し
て
い

た
だ
け
た
ら
」
と
期
待
を
述

べ
、吉
野
正
芳
復
興
相
は「
復

興
の
大
き
な
励
み
と
な
る
。

ま
さ
に
復
興
五
輪
の
象
徴
と

な
る
」
と
歓
迎
し
た
。

　

ギ
リ
シ
ャ
で
採
火
し
た
聖

火
は
、
リ
レ
ー
を
実
施
す
る

前
に
「
復
興
の
火
」
と
し
て

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県

で
展
示
す
る
計
画
が
あ
る
。

　
【
共
同
】
経
済
産
業
省
は

１
２
日
、
外
国
人
材
受
け
入

れ
に
関
す
る
新
制
度
の
説
明

会
を
東
京
都
内
で
開
い
た
。

企
業
や
業
界
団
体
、
自
治
体

の
関
係
者
ら
約
２
５
０
人
が

参
加
し
、
新
制
度
の
ポ
イ
ン

ト
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
が
示
さ
れ
た
。
政
府
は

今
月
中
に
も
関
係
閣
僚
会
議

を
立
ち
上
げ
て
必
要
な
法
整

備
を
進
め
る
。
来
年
４
月
か

ら
の
運
用
開
始
を
目
指
す
。

　

政
府
は
今
年
６
月
に
閣
議

決
定
し
た
骨
太
方
針
に
、
外

国
人
材
の
新
た
な
在
留
資
格

の
創
設
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ

れ
ま
で
は
原
則
、
専
門
知
識

が
あ
る
人
材
に
限
り
受
け
入

れ
て
き
た
が
、
単
純
労
働

分
野
で
の
就
労
を
事
実
上
容

認
。
２
０
２
５
年
ま
で
に

５
０
万
人
超
の
受
け
入
れ
を

見
込
ん
で
い
る
。
人
手
不
足

の
中
小
企
業
を
中
心
に
介
護

や
農
業
と
い
っ
た
分
野
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

受
け
入
れ
企
業
に
は
外
国

人
労
働
者
に
対
す
る
き
め
細

か
な
生
活
支
援
が
求
め
ら
れ

る
。
Ｉ
Ｔ
の
活
用
や
国
内
人

材
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と

も
前
提
条
件
と
な
る
。
在
留

中
に
高
い
技
能
を
身
に
付
け

た
外
国
人
材
は
、
在
留
期
限

の
な
い
資
格
へ
の
移
行
も
可

能
と
な
る
見
込
み
。

　

説
明
会
に
参
加
し
た
日
本

梱
包
工
業
組
合
連
合
会
の
佐

久
間
高
男
専
務
理
事
は
「
最

長
５
年
の
技
能
実
習
制
度
で

は
企
業
の
負
担
も
少
な
く
な

い
。
新
制
度
を
利
用
し
な
が

ら
永
続
的
に
勤
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

停
電
や
ガ
ス
の
供
給
停
止

は
お
お
む
ね
復
旧
し
た
が
、

多
く
の
家
庭
で
断
水
が
続
い

て
お
り
、
厚
生
労
働
省
に
よ

る
と
断
水
戸
数
は
１
２
日
正

午
時
点
で
計
２
３
万
５
千

戸
。

　

警
察
庁
に
よ
る
と
、
被
災

地
で
の
死
者
は
広
島
９
１

人
、
岡
山
５
８
人
、
愛
媛

２
６
人
、
京
都
５
人
、
山
口
、

高
知
、
福
岡
各
３
人
、
岐
阜
、

兵
庫
、
佐
賀
、
鹿
児
島
各
２

人
、
滋
賀
、
鳥
取
、
宮
崎
各

１
人
。

　

５
日
以
降
の
共
同
通
信

の
ま
と
め
で
は
死
者
は
計

１
８
７
人
。
全
体
の
約
３
割

が
浸
水
し
た
岡
山
県
倉
敷
市

真
備
町
地
区
で
の
犠
牲
者
が

５
０
人
に
達
し
た
。
安
否
不

明
者
は
広
島
３
７
人
、
岡
山

２
５
人
、
愛
媛
２
人
、
大
阪
、

奈
良
、
高
知
各
１
人
。

外
国
人
材
受
け
入
れ
で
説
明
会

経
産
省
、
人
手
不
足
に
対
応

い
っ
た
意
見
が
出
た
。

　

財
政
規
律
の
強
化
に
向
け

て
は
「
独
立
財
政
機
関
の
設

置
を
急
ぐ
べ
き
だ
」
と
の
指

摘
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
引
っ
越
し
の

際
の
住
所
変
更
な
ど
行
政
手

続
き
を
電
子
化
す
る
「
デ
ジ

タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
」
を
推

進
す
る
た
め
の
課
題
に
つ
い

て
も
話
し
合
っ
た
。

　

１
３
日
は
国
際
情
勢
や
働

き
方
改
革
な
ど
を
議
論
し
、

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
す
る
。

北
海
道
南
西
沖
地
震
か
ら
２
５
年

奥
尻
島
、
灯
籠
流
し
慰
霊

　
【
共
同
】
北
海
道
と
青

森
県
で
計
２
３
０
人
の
死

者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た

１
９
９
３
年
の
北
海
道
南
西

沖
地
震
か
ら
１
２
日
で
２
５

年
と
な
り
、
津
波
に
襲
わ
れ

最
大
の
被
災
地
と
な
っ
た
北

海
道
奥
尻
島
（
奥
尻
町
）
で
、

島
民
ら
が
海
に
灯
籠
を
流
す

な
ど
し
て
犠
牲
者
を
悼
ん

だ
。

　

津
波
と
火
災
で
３
０
０
戸

以
上
が
全
壊
し
た
島
南
部
・

青
苗
地
区
で
は
同
日
夕
、
遺

族
ら
約
２
０
人
が
海
に
向

か
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
灯
籠

約
４
０
個
を
流
し
た
。
岬
の

慰
霊
碑
近
く
で
も
、
島
民
ら

が
ろ
う
そ
く
千
本
に
火
を
と

も
し
「
７
・
１
２　

風
に
な

り　

星
に
な
り　

い
つ
ま
で

か
び
上
が
ら
せ
た
。

　

町
役
場
職
員
工
藤
将
人
さ

ん
（
２
６
）
は
１
歳
で
被
災
。

が
れ
き
の
下
敷
き
に
な
っ
た

が
母
に
守
ら
れ
、
近
く
の
住

民
に
救
助
さ
れ
た
。
津
波
で

祖
母
と
叔
父
を
亡
く
し
た
と

い
い
「
天
か
ら
見
守
っ
て
ほ

し
い
と
の
思
い
と
、
島
を
元

気
に
し
た
い
と
の
思
い
を
灯

籠
に
込
め
た
。
僕
た
ち
若
い

世
代
で
記
憶
を
語
り
継
い
で

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

地
震
発
生
時
刻
の
午
後

北海道南西沖地震から２５年、
最も被害が大きかった青苗地
区でろうそくがともされ、浮か
び上がったメッセージ＝１２日
午後、北海道・奥尻島（共同）

在
の
店
舗
数
は
３
３
５
。

２
０
１
８
年
１
〜
３
月
に
長

野
県
、
埼
玉
県
、
佐
賀
県
で

そ
れ
ぞ
れ
１
店
舗
ず
つ
閉
鎖

し
た
。

　

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
０
２

年
に
西
友
と
資
本
提
携
し
、

０
５
年
に
子
会
社
化
し
た
。

し
か
し
西
友
の
業
績
は
改
善

せ
ず
、０
８
年
に
上
場
廃
止
。

０
８
年
１
２
月
期
決
算
で
は

純
損
失
が
２
５
７
億
円
と
７

年
連
続
の
赤
字
だ
っ
た
。

災
地
支
援
を
強
化
す
る
た
め

２
０
１
８
年
度
予
算
の
予

備
費
か
ら
財
政
支
出
す
る
方

針
を
表
明
し
た
。
投
入
す
る

予
備
費
に
関
し
、
菅
義
偉
官

房
長
官
は
同
日
の
記
者
会
見

で
約
２
０
億
円
規
模
に
な
る

と
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

会
合
で
安
倍
首
相
は
、
被

災
自
治
体
の
要
請
を
待
た
ず

に
国
の
判
断
で
、
水
や
食
料

な
ど
の
物
資
を
送
る
「
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
」
を
強
化
す
る

よ
う
指
示
、「
予
備
費
を
充

て
、
被
災
者
へ
の
緊
急
支
援

を
迅
速
に
進
め
る
」
と
述
べ

た
。
物
資
を
被
災
者
に
届
け

る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
へ
の
輸
送
車
両

を
緊
急
車
両
扱
い
に
す
る
こ

と
も
表
明
し
た
。

　

各
省
庁
の
次
官
級
で
構
成

す
る
被
災
者
生
活
支
援
チ
ー

ム
の
初
会
合
も
同
日
、
官
邸

で
開
か
れ
、安
倍
首
相
は「
省

庁
の
枠
を
超
え
、
即
断
即
決

で
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
時

的
確
に
対
応
し
て
ほ
し
い
」

と
要
請
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
①
支
援
物
資
の

供
給
と
物
流
確
保
②
被
災
自

治
体
へ
の
職
員
派
遣
③
避
難

所
の
環
境
整
備
や
仮
設
住
宅

の
確
保
―
に
取
り
組
む
。

　

文
部
科
学
省
は
１
０
日
、

西
日
本
豪
雨
で
被
災
し
た
児

童
生
徒
の
就
学
機
会
を
確
保

す
る
た
め
、
転
校
を
希
望
す

る
児
童
生
徒
を
速
や
か
に
受

け
入
れ
る
よ
う
、
全
国
の
自

治
体
や
教
育
委
員
会
に
要
請

し
た
と
発
表
し
た
。
要
請
は

９
日
付
。

　

菅
氏
は
会
見
で
、
警
察
、

消
防
、
自
衛
隊
、
海
上
保
安

庁
の
約
７
万
５
千
人
と
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
７
９
機
が
捜
索

活
動
に
当
た
っ
て
い
る
と
説

明
。「
人
命
第
一
の
方
針
の

下
、
捜
索
救
助
活
動
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
述

べ
た
。

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
１
０
日
、
官
邸
で
開
い

た
西
日
本
豪
雨
の
非
常
災

害
対
策
本
部
会
合
で
、
被

１
０
時
１
７
分
に
は
、
島
南

部
・
初
松
前
地
区
な
ど
で

黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

１
２
時
間
前
の
午
前
１
０
時

１
７
分
に
も
、
島
の
防
災
行

政
無
線
で
サ
イ
レ
ン
が
鳴
ら

さ
れ
、
島
民
ら
が
黙
と
う
し

た
。

　

地
震
は
９
３
年
７
月
１
２

日
に
発
生
。
奥
尻
島
の
犠

牲
者
は
１
９
８
人
に
上
っ

た
。
町
主
催
の
追
悼
式
は
地

震
か
ら
２
０
年
の
節
目
の

２
０
１
３
年
を
最
後
と
し
、

そ
の
後
は
各
地
区
の
遺
族
会

な
ど
が
慰
霊
行
事
を
続
け
て

い
る
。

た
め
に
は
消
費
税
増
税
に
向

け
た
国
民
の
理
解
を
深
め
る

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
訴
え

る
声
が
相
次
い
だ
。

　

討
議
で
は
「
普
段
か
ら
税

制
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う

た
め
の
教
育
が
必
要
」（
住

友
林
業
の
市
川
晃
社
長
）、

「
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て

ら
れ
る
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
出
す
こ
と
が
、
増
税
に
理

解
を
得
る
た
め
の
方
法
論
に

な
る
の
で
は
な
い
か
」（
Ｎ

Ｅ
Ｃ
の
遠
藤
信
博
会
長
）
と

も
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
浮

軽
井
沢
町
で
始
ま
っ
た
。
初

日
は
財
政
健
全
化
を
中
心
に

議
論
。
参
加
し
た
経
営
ト
ッ

プ
ら
か
ら
は
、
財
政
再
建
の

　
【
共
同
】
経
済
同
友
会
の

夏
季
セ
ミ
ナ
ー
が
１
２
日
か

ら
２
日
間
の
日
程
で
長
野
県
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総
弁
護
庁
は
違
憲
と
判
断

ル
の
報
酬
を
払
う
代
わ
り
、

当
時
の
政
権
の
中
枢
に
い
た

ル
ー
ラ
氏
ら
の
事
は
何
も
語

ら
な
い
よ
う
依
頼
し
た
。

　

ア
マ
ラ
ル
氏
が
名
前
を
伏

せ
る
よ
う
依
頼
し
た
り
し
て

起
訴
さ
れ
た
の
は
、
ル
ー
ラ

氏
と
そ
の
友
人
の
牧
畜
企
業

家
ジ
ョ
ゼ
・
カ
ル
ロ
ス
・
ブ

ン
ラ
イ
氏
、
そ
の
息
子
の
マ

ウ
リ
シ
オ
・
ブ
ン
ラ
イ
氏
、

銀
行
家
の
ア
ン
ド
レ
・
エ
ス

テ
ヴ
ェ
ス
氏
、
弁
護
士
の
エ

ジ
ソ
ン
・
リ
ベ
イ
ロ
氏
、
ア

マ
ラ
ル
氏
、
ア
マ
ラ
ル
氏
の

秘
書
室
長
の
ジ
オ
ゴ
・
フ
ェ

レ
イ
ラ
氏
だ
。

　

同
件
は
ル
ー
ラ
氏
が
関
与

し
た
と
さ
れ
る
起
訴
第
１
号

だ
っ
た
が
、
昨
年
９
月
に
は

検
察
側
が
、
ル
ー
ラ
氏
と
エ

ス
テ
ヴ
ェ
ス
氏
に
関
し
て
は

十
分
な
証
拠
が
な
い
の
で
免

罪
と
す
る
よ
う
申
し
入
れ
て

い
た
。

　

１
２
日
の
判
決
は
、
検
察

の
言
い
分
通
り
、
同
件
の
起

訴
が
録
音
と
報
奨
付
供
述
の

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
上
院
と
下
院
は
１
１
日
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
最
低
運
賃
を
定

め
た
暫
定
令
（
Ｍ
Ｐ
）
を
承
認
し
た
。
こ
の
Ｍ
Ｐ
で
は
、
５
月
２
１
日
か
ら
６
月
４

日
ま
で
の
ス
ト
期
間
中
に
、
道
路
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
取
り
除
か
な
か
っ
た
個
人
ト
ラ
ッ

ク
業
者
や
、
ス
ト
を
支
援
し
た
運
送
会
社
に
科
さ
れ
た
罰
金
を
免
除
す
る
こ
と
も
定

め
ら
れ
て
お
り
、
テ
メ
ル
大
統
領
の
裁
可
待
ち
と
、
１
２
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

た
だ
し
、
総
弁
護
庁
（
Ａ
Ｇ
Ｕ
）
は
、
裁
判
所
が
出
し
た
罰
金
を
Ｍ
Ｐ
で
免
除
す
る

事
は
憲
法
違
反
と
し
て
い
る
。

を
図
る
た
め
、
テ
メ
ル
政
権

は
大
き
な
譲
歩
を
強
い
ら
れ

た
。
最
低
輸
送
運
賃
の
設
定

も
そ
の
一
つ
だ
。

　

ト
ラ
ッ
ク
業
者
は
「
輸
送

運
賃
を
買
い
叩
か
れ
て
は
、

赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
」
の

言
い
分
で
、
最
低
輸
送
運
賃

を
定
め
る
事
を
要
望
。
テ
メ

ル
大
統
領
も
５
月
末
の
交
渉

時
に
そ
れ
を
了
承
し
た
が
、

今
度
は
農
業
界
や
産
業
界
か

ら
「
輸
送
費
が
上
が
っ
て
し

ま
う
」
と
、
反
発
の
声
が
挙

が
り
、
合
意
成
立
に
至
れ
ず

に
い
た
。

　

６
月
に
は
ル
イ
ス
・
フ
ク

ス
判
事
が
、
最
低
輸
送
運
賃

の
合
憲
性
の
判
断
が
出
る
ま

で
、
ま
た
、
テ
メ
ル
大
統
領

の
出
し
た
Ｍ
Ｐ
が
有
効
と
な

る
か
差
し
止
め
と
な
る
か
の

判
断
が
出
る
ま
で
、
最
高
裁

よ
り
下
級
の
裁
判
所
で
の
ト

ラ
ッ
ク
ス
ト
関
連
訴
訟
を
差

し
止
め
る
決
定
を
下
し
た
。

　

Ｍ
Ｐ
に
は
、
最
低
輸
送
運

賃
に
違
反
し
た
業
者
は
、
運

送
業
者
へ
の
賠
償
責
任
が
あ

る
事
も
明
記
さ
れ
た
。

　

聖
市
地
下
鉄
（
メ
ト
ロ
）

５
号
線
４
駅
の
完
成
予
定
が

ま
た
延
期
さ
れ
た
。
聖
市
南

部
の
サ
ン
ト
ア
マ
ー
ロ
地
区

か
ら
モ
エ
マ
地
区
を
通
る
５

号
線
は
、
聖
市
を
南
北
に
走

る
１
号
線
や
、
東
西
に
走
る

２
号
線
に
繋
が
る
予
定
だ
。

昨
年
９
月
、
今
年
３
月
、
４

「
罰
金
取
り
消
し
」
提
案

議
員
は
運
送
会
社
社
長
？

　
「
ス
ト
に
参
加
し
た
運
転

手
や
ス
ト
を
支
援
し
た
会
社

へ
の
罰
金
免
除
」
の
提
案
者

は
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ル
ケ
ゼ
ッ

リ
下
議
（
民
主
運
動
・
Ｍ
Ｄ

Ｂ
）
だ
。
免
除
の
対
象
は
、

連
邦
国
道
警
察
が
科
し
た
交

通
違
反
に
よ
る
罰
金
と
、「
ス

ト
解
除
命
令
に
従
わ
な
か
っ

た
」
な
ど
の
理
由
で
裁
判
所

が
科
し
た
罰
金
の
双
方
が
含

ま
れ
る
。
マ
ル
ケ
ゼ
ッ
リ
下

議
は
運
送
会
社
の
オ
ー
ナ
ー

だ
が
、「
個
人
の
利
益
の
た

め
に
罰
金
免
除
を
提
案
し
た

の
で
は
な
い
。
今
は
会
社
も

息
子
に
譲
っ
て
い
る
」
と
し

テ
メ
ル
大
統
領
の
裁
可
待
ち

し
て
い
た
ネ
ス
ト
ル
・
セ
ル

ヴ
ェ
ロ
氏
の
口
を
封
じ
よ
う

と
し
た
と
さ
れ
る
嫌
疑
で
、

捜
査
妨
害
を
命
じ
た
の
は
元

大
統
領
と
さ
れ
て
い
た
。

　

検
察
が
証
拠
と
し
て
い
た

の
は
、
セ
ル
ヴ
ェ
ロ
氏
の
息

子
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
氏
が
録
音

し
た
ア
マ
ラ
ル
氏
と
の
会
話

記
録
な
ど
だ
。
ア
マ
ラ
ル
氏

は
、
セ
ル
ヴ
ェ
ロ
氏
の
家
族

に
毎
月
５
万
レ
ア
ル
の
支
援

を
行
い
、
セ
ル
ヴ
ェ
ロ
氏
の

弁
護
士
に
も
４
０
０
万
レ
ア

　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
連
邦
地
裁
第

１
０
小
法
廷
の
リ
カ
ル
ド
・

レ
イ
テ
判
事
が
１
２
日
、
ラ

ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
（
Ｌ

Ｊ
）
の
捜
査
妨
害
の
嫌
疑
で

の
審
理
で
、
ル
ー
ラ
元
大
統

領
ら
を
免
罪
と
す
る
判
決
を

下
し
た
と
同
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
件
は
２
０
１
６
年
に
、

デ
ウ
シ
ジ
オ
・
ド
・
ア
マ
ラ

ル
上
議
（
当
時
）
が
、
ペ
ト

ロ
ブ
ラ
ス
社
元
理
事
で
報
奨

付
供
述
に
応
じ
る
意
向
を
示

証
拠
不
十
分
で
全
員
が
免
罪
に

収
容
施
設
か
ら
あ
ぶ
れ
る
人
々

は
１
５
１
社
、
免
除
額
は

７
億
１
５
１
０
万
レ
ア
ル
に

上
る
。

　
「
最
低
輸
送
運
賃
は
輸
送

原
価
を
反
映
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
燃
料
で
あ

る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
の
経
費
や

高
速
道
路
の
通
行
料
も
含
め

た
、
国
家
陸
路
輸
送
庁
（
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
の
定
め
る
規
則
に

基
づ
い
て
算
定
、
開
示
さ
れ

る
」と
Ｍ
Ｐ
は
定
め
て
い
る
。

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
輸
送
距
離
や
、

特
定
の
物
資
に
は
特
別
料
金

を
加
え
る
な
ど
し
て
最
低
輸

送
運
賃
を
決
め
る
。
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ｔ
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
価
格
の

変
動
が
起
こ
る
た
び
に
最
低

輸
送
運
賃
を
更
新
し
、
発
表

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

５
月
２
１
日
に
始
ま
り
、

伯
国
全
土
の
物
流
を
麻
痺
さ

せ
た
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
の
終
結

逮捕直前にＡＢＣ地区の金属労組前で開催されたミサでの
ルーラ元大統領（Paulo Pinto、07/04/18）

５月末に発生したトラックストは伯国社会に大きな影響を与えた。
（参考画像・Secom PF）

聖 市 寒 波

て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
議
員
か

ら
は
罰
金
免
除
は
大
統
領
裁

可
時
に
拒
否
権
が
行
使
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
声
も

出
て
い
る
上
、
Ａ
Ｇ
Ｕ
も
違

憲
判
断
を
出
し
て
い
る
。

月
と
少
し
ず
つ
駅
が
増
え
て

お
り
、
あ
と
３
駅
で
１
号
線

に
、
更
に
も
う
１
駅
で
２
号

に
繋
が
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て

い
る
。「
完
成
は
７
月
」
と

さ
れ
て
い
た
が
、
メ
ト
ロ
側
の

最
新
発
表
で
は
「
完
成
は
８

月
」
と
な
っ
た
。
周
辺
の
住

民
は
首
を
長
く
し
て
完
成
を

待
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
西
部
の
ヴ
ィ
ラ
・
ロ

ボ
ス
公
園
内
の
図
書
館
が
、

国
際
図
書
館
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｌ

Ａ
）
の
選
ぶ
今
年
の
世
界
ベ

ス
ト
公
立
図
書
館
の
最
終
候

補
に
な
っ
た
。
同
じ
最
終
候

補
に
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ

ラ
ン
ダ
、
米
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
図
書
館
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
世
界

１
９
カ
国
か
ら
３
５
の
公
立

図
書
館
が
推
薦
さ
れ
て
い
た
。

受
賞
図
書
館
は
８
月
２
８
日

に
マ
レ
ー
シ
ア
、
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
で
の
総
会
で
発
表
さ

れ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
で
は
近
年
、
人
が

サ
ソ
リ
に
噛
ま
れ
る
被
害
が

増
え
て
お
り
、
今
年
も
既
に

１
万
１
５
０
０
件
の
被
害
が

起
き
て
い
る
。
こ
れ
は
昨
年

の
２
万
１
７
０
０
件
を
上

回
る
ペ
ー
ス
だ
。
サ
ソ
リ
の

被
害
は
７
０
１
７
件
だ
っ
た

２
０
１
１
年
か
ら
右
肩
上
が

り
で
増
え
て
お
り
、
１
５
年

は
１
万
５
１
０
７
件
、
１
６

年
も
１
万
８
８
２
９
件
発
生

し
て
い
る
。
１
０
日
に
は
州

内
陸
部
カ
ブ
ラ
リ
ア
・
パ
ウ

リ
ス
タ
市
で
、
庭
で
遊
ん
で

い
た
４
歳
女
児
が
噛
ま
れ
た

が
、
救
急
車
が
解
毒
剤
の
あ

る
病
院
を
探
し
て
い
る
間
に

死
亡
し
た
。
専
門
家
は
被
害

が
増
え
て
い
る
理
由
を
、
森

林
開
発
で
行
き
場
を
失
っ
た

サ
ソ
リ
が
人
の
暮
ら
す
地
域

に
追
い
や
ら
れ
、
そ
の
環
境

に
慣
れ
た
た
め
と
し
て
い
る
。

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

が
１
２
日
、
５
月
の
小
売
販

売
（
量
）
は
、４
月
よ
り
０
・

６
％
減
少
し
た
と
発
表
し
た

と
同
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
な
ど

が
報
じ
た
。

　

小
売
販
売
が
前
月
比
で
減

少
し
た
の
は
今
年
初
で
、
３

月
か
ら
４
月
に
増
え
た
０
・

７
％
分
を
帳
消
し
に
し
た
。

　

た
だ
、
３
〜
５
月
の
移
動

四
半
期
（
通
常
の
四
半
期
と

違
い
、
任
意
の
月
か
ら
始
ま

る
３
カ
月
間
）
で
は
前
期
比

０
・
４
％
、
昨
年
同
月
比
で

は
２
・
７
％
、
今
年
の
累
積

で
は
３
・
２
％
、
直
近
１
２

カ
月
間
の
累
積
で
は
３
・

７
％
、
各
々
増
加
し
た
。

　

５
月
の
小
売
販
売
の
落
ち

込
み
は
同
月
下
旬
の
ト
ラ
ッ

ク
ス
ト
が
原
因
で
、
燃
料
・

潤
滑
油
の
６
・１
％
、
書
籍
・

新
聞
・
雑
誌
・
文
具
の
６
・

７
％
が
特
に
目
立
つ
。
事
務

用
品
や
情
報
処
理
・
通
信
用

品
は
４
・
２
％
、
衣
類
や
靴

は
３
・
２
％
、
家
具
や
電
化

製
品
は
２
・
７
％
、
医
薬
品

や
化
粧
品
・
香
水
類
も
２
・

４
％
減
と
な
っ
た
。

　

唯
一
伸
び
た
の
は
ス
ー

パ
ー
・
飲
食
料
品
・
タ
バ
コ

類
の
０
・
６
％
で
、
そ
の
他

の
個
人
用
品
や
家
庭
用
品
は

前
月
並
み
だ
っ
た
。

　

自
動
車
販
売
や
建
設
資
材

ま
で
含
め
た
拡
大
小
売
販
売

は
、
４
・
９
％
減
だ
っ
た
。

自
動
車
や
バ
イ
ク
と
そ
の
部

品
類
は
１
４
・
６
％
、
建
築

資
材
は
４
・
３
％
の
販
売
減

と
な
っ
た
。

　

拡
大
小
売
販
売
は
、
移
動

四
半
期
で
０
・
６
％
減
っ
た

が
、
昨
年
前
月
比
で
は
２
・

２
％
増
、
直
近
１
２
カ
月

の
累
積
で
も
６
・
８
％
増
と

な
っ
て
い
る
。

　

名
目
収
入
で
見
た
小
売
販

売
は
前
月
比
０
・
３
％
減
っ

た
が
、
移
動
四
半
期
は
０
・

６
％
、
昨
年
同
月
比
は
４
・

１
％
、
今
年
の
累
積
は
３
・

８
％
、
１
２
カ
月
間
累
積
は

３
・１
％
、
増
加
し
た
。

　

名
目
収
入
で
の
拡
大
小

売
販
売
は
、
前
月
比
で
３
・

６
％
、
移
動
四
半
期
で
０
・

３
％
減
と
な
っ
た
が
、
昨

年
同
月
比
で
は
６
・
６
％
、

１
２
カ
月
間
の
累
積
で
は

５
・８
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

聖
市
中
央
部（
セ
ン
ト
ロ
）

ア
ニ
ャ
ン
ガ
バ
ウ
ー
地
区
に

あ
る
、
収
容
人
員
数
１
１
６

人
の
路
上
生
活
者
収
容
施
設

「
一
時
受
け
入
れ
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｔ
Ａ
）」
前
の
歩
道
に
、

う
つ
ろ
な
目
で
た
た
ず
む
路

上
生
活
者
。
１
６
歳
の
頃
か

ら
路
上
生
活
を
し
て
い
る

ヴ
ィ
ト
ル
・
パ
シ
ェ
コ
さ
ん

（
２
２
）
は
、「
シ
ェ
ル
タ
ー

（
避
難
所
）
に
行
っ
て
も
空

き
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
だ
」

と
語
る
。
今
年
一
番
の
寒
さ

が
聖
市
を
襲
う
中
、
ブ
ル
ー

ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
聖
市
政（
民

主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
が
、

シ
ェ
ル
タ
ー
を
充
分
に
提
供

で
き
て
い
な
い
現
状
を
１
２

日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が
報
じ

た
。

　

パ
シ
ェ
コ
さ
ん
は
、
入
所

を
断
ら
れ
た
夜
、
運
よ
く
入

所
で
き
た
人
た
ち
が
窓
か
ら

毛
布
を
投
げ
与
え
て
く
れ
た

た
め
、
寒
さ
に
耐
え
る
事
が

出
来
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
披
露
し
た
。

　

聖
市
に
は
１
６
カ
所
の
Ｃ

Ｔ
Ａ
が
あ
る
。
そ
こ
に
入
る

た
め
に
は
、
聖
市
社
会
扶
助

局
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
の
職
員
が
路

上
生
活
者
の
多
い
地
域
で
配

布
し
て
い
る
書
類
の
提
示
が

求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
政
策
は
ジ
ョ
ア
ン
・

ド
リ
ア
前
市
長
時
代
に
始

ま
り
、
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
と

な
っ
て
か
ら
も
引
き
継
が
れ

て
い
る
。
フ
ィ
リ
ペ
・
サ
バ

ラ
Ｓ
Ａ
Ｓ
局
長
は
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
人
が
Ｃ
Ｔ
Ａ
に
殺

到
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
必

要
だ
と
し
つ
つ
、
同
シ
ス
テ

ム
の
せ
い
で
、
入
り
た
く
て

も
入
れ
な
い
事
態
が
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
は
否
定
し
た
。

同
局
長
は
、「
夜
の
１
０
時

に
入
所
待
ち
の
列
に
い
る
人

は
受
け
入
れ
て
い
る
し
、
別

の
Ｃ
Ｔ
Ａ
を
紹
介
し
て
も
い

る
」
と
語
っ
た
。

　

今
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で

の
間
、
聖
市
で
は
一
カ
月
平

均
の
延
べ
人
数
で
２
万
５
千

人
か
ら
３
万
人
を
Ｃ
Ｔ
Ａ
に

受
け
入
れ
た
。こ
の
結
果
は
、

２
０
１
７
年
の
同
じ
時
期
に

比
べ
、
各
収
容
所
の
収
容
率

が
４
０
％
ア
ッ
プ
し
た
事
を

表
し
て
い
る
。

　

１
７
年
に
ジ
ョ
ア
ン
・
ド

リ
ア
前
聖
市
長
の
任
期
が

始
ま
っ
た
頃
、
聖
市
内
の

路
上
生
活
者
は
、
１
５
年

の
１
万
５
９
０
０
人
か
ら

５
７
％
増
の
２
万
５
千
人
と

見
積
も
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
数
字
を
基
準
に
す
る

と
、
聖
市
が
用
意
し
て
い
る

収
容
施
設
の
総
収
容
人
員
数

は
１
万
２
５
５
０
人
で
、
路

上
生
活
者
総
数
に
対
す
る
収

容
所
受
け
入
れ
比
率
は
ほ
ぼ

５
０
％
だ
が
、
聖
市
で
は
、

路
上
生
活
者
総
数
の
９
０
％

分
の
受
け
入
れ
枠
を
用
意
で

き
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
ラ
ケ
ル
・

ド
ッ
ジ
連
邦
検
察
庁
長
官
は

１
１
日
、
第
４
連
邦
地
域
裁

（
Ｔ
Ｒ
Ｆ
―
４
）
の
ロ
ジ
ェ

リ
オ
・
フ
ァ
ヴ
レ
ト
判
事
に

対
す
る
捜
査
要
請
を
連
邦
高

等
裁
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
に
出
し
た

と
１
２
日
付
伯
字
各
紙
が
報

じ
た
。

　

ロ
ジ
ェ
リ
オ
・
フ
ァ
ヴ
レ

ト
判
事
は
日
曜
当
直
の
立
場

を
利
用
し
て
、
８
日
に
ル
ー

ラ
元
大
統
領
へ
の
人
身
保
護

令
を
適
用
し
、
釈
放
命
令
を

出
し
て
い
た
。

　

ド
ッ
ジ
長
官
は
、
捜
査

要
請
書
に
、
フ
ァ
ヴ
レ
ト

判
事
が
１
９
９
１
年
か
ら

２
０
１
０
年
ま
で
労
働
者
党

（
Ｐ
Ｔ
）
の
党
員
だ
っ
た
事

や
、
Ｐ
Ｔ
政
権
時
代
に
数
々

の
行
政
機
関
で
役
職
に
就
い

て
い
た
事
も
指
摘
し
た
上

で
、
同
判
事
の
行
為
を
、「
自

分
の
個
人
的
な
利
害
を
優
先

し
た
背
任
行
為
に
あ
た
る
」

と
指
摘
し
た
。
背
任
行
為
の

量
刑
は
禁
固
３
カ
月
〜
１
年

だ
。

　

ド
ッ
ジ
長
官
は
、「
フ
ァ

ヴ
レ
ト
判
事
は
本
来
の
職
権

の
及
ば
ぬ
行
為
に
よ
っ
て
、

Ｔ
Ｒ
Ｆ
―
４
第
８
小
法
廷
や

最
高
裁
で
決
め
ら
れ
た
こ
と

を
覆
そ
う
と
試
み
、
司
法
の

序
列
を
乱
し
た
」
と
し
た
。

　

ド
ッ
ジ
長
官
は
、
Ｐ
Ｔ
や

フ
ァ
ヴ
レ
ト
判
事
の
言
う
、

「
ル
ー
ラ
元
大
統
領
は
今
年

の
大
統
領
選
の
候
補
者
で
、

逮
捕
の
せ
い
で
選
挙
活
動
を

妨
げ
ら
れ
て
い
る
。だ
か
ら
、

釈
放
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

の
論
理
は
、
目
新
し
い
も
の

で
は
な
く
、
釈
放
を
正
当
化

す
る
方
便
に
す
ぎ
な
い
と
し

て
い
る
。

　

国
家
法
務
審
議
会
（
Ｃ
Ｎ

Ｊ
）
に
は
、８
日
の
混
乱
中
、

Ｔ
Ｒ
Ｆ
―
４
第
８
小
法
廷
報

告
官
の
ジ
ェ
ブ
ラ
ン
・
ネ
ッ

ト
判
事
や
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ

連
邦
地
裁
判
事
の
取
っ
た
行

動
に
つ
い
て
の
疑
問
が
届
い

て
い
る
が
、
ド
ッ
ジ
長
官
は

両
判
事
の
行
動
を
「
必
要
か

つ
適
切
な
も
の
だ
っ
た
」
と

弁
護
し
た
。

最低運賃と罰金免除を両院が承認
　

今
回
の
Ｍ
Ｐ
で
定
め
ら
れ

た
最
低
輸
送
運
賃
以
下
で
物

資
の
輸
送
契
約
を
行
っ
て

し
ま
っ
た
業
者
へ
の
罰
金

も
、
５
月
３
０
日
か
ら
７
月

１
９
日
ま
で
の
契
約
の
場
合

は
免
除
さ
れ
る
。
Ｍ
Ｐ
に
よ

り
罰
金
が
免
除
さ
れ
た
会
社

５
月
は
前
月
比
０
・
６
％
減
に

ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
の
影
響
不
可
避

受
け
入
れ
枠
は
充
分
と
聖
市

トラック
スト余波

ル ー ラ

捜
査
妨
害
で
の
裁
判
が
結
審

（２）２０１８年 第５０３８号 ７月 １３日 （金曜日）

小売販売

ル
ー
ラ
釈
放
判
事
の
捜
査
要
請

「
個
人
的
利
益
優
先
」と
糾
弾

ドッジ長官

人
身
保
護
令
や
選
挙

活
動
関
連
で
は
敗
訴

　
一
方
、
１
１
日
は
元
大
統

領
に
と
っ
て
敗
訴
続
き
の
１

日
と
な
っ
た
。

　

一
つ
目
は
、
高
等
裁
の
ラ

ウ
リ
タ
・
ヴ
ァ
ス
長
官
が
、

「
１
８
年
７
月
９
日
付
大
衆

運
動
」
の
名
の
下
で
高
等
裁

に
出
さ
れ
た
ル
ー
ラ
氏
へ
の

人
身
保
護
令
要
請
１
４
３
件

を
全
て
棄
却
し
た
も
の
だ
。

同
長
官
は
、
こ
れ
ら
の
要
請

書
は
皆
、
同
一
基
準
で
作
成

さ
れ
て
い
る
と
し
、「
裁
判
所

は
政
治
的
な
取
引
や
、
政
党

色
に
染
ま
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
な
請
求
の
場
で
は
な
い
」

と
断
言
し
た
。

　

ま
た
、
二
つ
目
は
ク
リ
チ

バ
連
邦
地
裁
第
１
２
小
法
廷

の
カ
ロ
リ
ー
ナ
・
レ
ボ
ス
判

事
に
よ
る
判
決
で
、
刑
法
に

定
め
ら
れ
た
出
所
事
由
に
は

当
て
は
ま
ら
な
い
と
の
理
由

で
、
大
統
領
候
補
と
し
て
の

討
論
会
や
党
大
会
へ
の
出
席

や
、
ビ
デ
オ
録
画
、
メ
デ
ィ

ア
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
へ
の
応
答

が
禁
じ
ら
れ
た
。

み
に
基
づ
き
、
証
拠
が
不
十

分
で
あ
る
事
を
理
由
に
下
さ

れ
、
ル
ー
ラ
氏
を
含
む
全
被

告
が
免
罪
と
な
っ
た
。
ル
ー

ラ
氏
に
と
っ
て
は
、
Ｌ
Ｊ
関

連
裁
判
初
の
免
罪
判
決
だ
。



西
日
本
豪
雨
、
影
響
深
刻

が
つ
ぶ
や
い
た
。
両
親
が
住

む
家
が
倒
壊
し
、
母
幸
恵
さ

ん
（
７
０
）
は
救
助
さ
れ
た

が
、
父
勝
治
さ
ん
（
７
６
）

の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
。

　

桐
岡
さ
ん
は
小
学
生
の

時
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
出
場
し
た
勝
治
さ

ん
の
使
い
古
さ
れ
た
グ
ロ
ー

ブ
を
思
い
出
す
。「
自
分
も

は
め
て
み
た
い
」
と
野
球
を

始
め
た
。
高
校
で
け
が
を
す

る
ま
で
の
め
り
込
ん
だ
。

　
「
無
口
で
頑
固
」
と
い
う

勝
治
さ
ん
。
３
０
歳
の
頃
に

仲
た
が
い
し
、
家
を
出
た
。

親
子
を
つ
な
い
だ
の
が
野
球

だ
っ
た
。
小
学
５
年
の
桐
岡

さ
ん
の
長
男
が
野
球
を
始
め

た
小
１
の
頃
、
練
習
を
見
に

訪
れ
て
は
「
頑
張
れ
よ
」
と

声
を
掛
け
て
く
れ
た
。
だ
が

さ
さ
い
な
こ
と
で
確
執
は
続

い
た
。

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
。
長
男
の
試
合
に
誘

お
う
か
と
迷
っ
た
。
結
局
や

　
【
共
同
】
西
日
本
を
中
心
と
す
る
豪
雨
被
災
地
で
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
な
ど
の
鉄
道
２
７
路
線
の
１
０
０
カ
所
以
上
に
、

土
砂
の
流
入
や
線
路
下
の
盛
り
土
の
流
出
な
ど
運
行
を
阻
む
施
設
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
１
２
日
、
国
土
交
通
省

の
ま
と
め
で
分
か
っ
た
。
橋
が
流
さ
れ
た
路
線
も
あ
り
、
主
要
交
通
が
寸
断
さ
れ
た
こ
と
で
通
勤
や
通
学
、
物
流

な
ど
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
が
、
復
旧
作
業
は
、
場
所
に
よ
っ
て
相
当
長
期
に
及
ぶ
と
み
ら
れ
る
。

「
東
日
本
大
震
災
以
来
」

の
中
、「
バ
キ
バ
キ
」
と
木

が
折
れ
る
音
が
響
い
た
。
あ

る
住
民
は
巨
石
が
転
が
り
、

家
に
激
突
す
る
瞬
間
を
目

撃
。
住
宅
火
災
も
起
き
た
。

裏
山
が
頂
上
付
近
か
ら
崩

れ
、
被
災
現
場
に
つ
な
が
る

唯
一
の
道
が
土
砂
で
埋
ま
っ

た
。

　
「
野
球
で
活
躍
す
る
孫
の

姿
を
見
せ
た
か
っ
た
」。
仕

事
を
休
み
、
捜
索
を
見
守
り

続
け
た
広
島
県
東
広
島
市
の

会
社
員
桐
岡
賢
さ
ん（
４
８
）

　
【
共
同
】
広
島
県
熊
野
町

川
角
５
丁
目
の
山
裾
に
は
、

土
砂
に
の
ま
れ
た
団
地
「
大

原
ハ
イ
ツ
」
の
十
数
軒
の
残

骸
が
散
ら
ば
る
。
こ
こ
だ
け

で
一
時
、
１
０
人
以
上
が
安

否
不
明
に
な
っ
た
。「
一
日

も
早
く
出
し
て
あ
げ
た
い
」。

日
を
追
う
ご
と
に
遺
体
が
見

つ
か
る
中
、
会
え
な
い
父
や

子
ら
の
手
掛
か
り
を
求
め
、

家
族
は
連
日
、
現
地
に
足
を

運
ん
だ
。

　

６
日
夜
。
す
さ
ま
じ
い
雨

　

中
国
・
四
国
地
方
を
中
心

に
岐
阜
県
や
京
都
府
、
九
州

地
方
ま
で
被
害
が
広
が
り
、

国
交
省
の
担
当
者
は
「
こ
れ

だ
け
の
広
域
被
害
が
出
た
の

は
東
日
本
大
震
災
以
来
。
降

雨
を
原
因
と
す
る
ケ
ー
ス
で

は
初
め
て
の
経
験
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

同
省
に
よ
る
と
、
１
２
日

午
前
６
時
現
在
の
調
べ
で
、

鉄
道
の
１
１
事
業
者
２
６
路

線
が
運
休
し
て
い
る
。
数
日

内
の
復
旧
を
見
込
む
路
線
は

鉄道施設被害１００カ所超
家
族
「
一
日
も
早
く
」

広
島
、
不
明
者
多
数
の
団
地

「
テ
ロ
犯
故
郷
」
更
生
拠
点

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
脱
過
激
化

１
１
９
地
点
で
過
去
最
大

７
２
時
間
雨
量
、
長
く
広
範
囲
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何
軒
も
の
住
宅
が
土
石
流
に

の
ま
れ
た
。
自
衛
隊
員
が
重

機
で
が
れ
き
を
切
り
崩
し
、

手
作
業
で
廃
材
や
土
砂
を
よ

り
分
け
た
。

　

自
宅
が
被
害
に
遭
っ
た
会

社
員
石
田
栄
一
さ
ん（
３
９
）

「
想
像
で
き
な
い
被
害
」

被
災
者
、
心
身
不
調
訴
え
も

見
守
る
被
災
者
や
他
府
県
か

ら
支
援
に
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ら
は
、
復
旧
の
見
通
し
が

つ
か
な
い
惨
状
に
絶
句
し

た
。

　

多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た

広
島
県
呉
市
の
天
応
地
区
。

　
【
共
同
】
西
日
本
豪
雨
の

被
災
地
で
は
１
２
日
も
う
だ

る
よ
う
な
暑
さ
が
続
い
た
。

機
動
隊
員
ら
が
土
砂
崩
れ
現

場
な
ど
で
、
安
否
不
明
者
の

捜
索
に
汗
を
流
す
。「
想
像

で
き
な
い
よ
う
な
被
害
」。

　
「
敬
礼
！　

休
め
」。
同
国

ジ
ャ
ワ
島
・
ス
ラ
バ
ヤ
近
郊

タ
ン
グ
ル
ン
村
。
の
ど
か

な
農
村
で
昨
年
、
独
立
記
念

日
の
号
令
に
合
わ
せ
、
元
テ

ロ
容
疑
者
や
元
受
刑
者
の
男

ら
、
そ
の
子
ど
も
ら
約
５
０

人
が
一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
を
見

せ
た
。
警
察
幹
部
ら
が
見
守

る
中
、
か
つ
て
は
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
の
国
家
否
定
の
信
条

か
ら
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
国

歌
を
歌
い
、
赤
白
色
の
国
旗

を
見
つ
め
て
い
た
。

　

男
ら
は
同
村
に
１
６
年
に

設
立
さ
れ
た
財
団
「
平
和
の

信
し
な
い
こ
と
が
重
要
だ
」

と
指
摘
す
る
。

　

住
宅
約
２
０
棟
が
全
半
壊

し
た
団
地
が
あ
る
広
島
市
安

芸
区
で
は
、
１
２
日
も
安
否

不
明
者
の
捜
索
が
続
い
た
。

裏
山
が
崩
れ
、
２
月
に
で
き

た
ば
か
り
の
治
山
ダ
ム
を
乗

り
越
え
た
土
砂
が
住
宅
地
に

「
犯
罪
デ
マ
」
に
ご
注
意

ネ
ッ
ト
情
報
、
見
極
め
重
要

砂
防
ダ
ム
、
過
信
は
禁
物

各
地
で
設
計
基
準
超
え
雨
量

委
員
長
が
６
月
１
２
日
の
米

朝
首
脳
会
談
後
、
拉
致
被
害

に
関
す
る
調
査
の
結
果
を
日

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の
狩
留
家
―
白
木
山
間
で
流
失
し
た
橋
＝

１
２
日
午
前
１
１
時
４
２
分
、
広
島
市
安
佐
北
区
（
共
同

通
信
社
ヘ
リ
か
ら
）

調
査
結
果
「
再
説
明
」
を
指
示

日
本
人
拉
致
で
金
正
恩
氏

め
た
の
は
、
心
臓
が
悪
い
勝

治
さ
ん
の
体
調
が
気
掛
か
り

だ
っ
た
か
ら
。
長
男
は
そ
の

試
合
で
初
め
て
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
打
っ
た
。

　
「
自
慢
の
孫
だ
と
喜
ぶ
顔

が
見
た
か
っ
た
。
こ
ん
な
こ

と
に
な
る
な
ら
ば
、
誘
っ
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
」

　

１
２
日
。
野
球
帽
を
か

ぶ
っ
た
桐
岡
さ
ん
は
、
自
宅

跡
地
の
捜
索
の
様
子
を
じ
っ

と
見
詰
め
て
い
た
。
男
性
１

人
が
変
わ
り
果
て
た
姿
で
見

つ
か
っ
た
。「
自
分
の
目
で

状
況
を
見
よ
う
と
覚
悟
を
し

て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が

…
」。
身
元
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
が
、
う
つ
む
き
、
涙

声
に
な
っ
た
。

　

同
居
の
息
子
２
人
が
不

明
に
な
っ
た
男
性
（
５
５
）

輪
」
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
元

過
激
派
幹
部
の
フ
ァ
ウ
ジ
氏

（
４
６
）
が
、
出
身
地
の
同

村
に
設
立
。
フ
ァ
ウ
ジ
氏
は

バ
リ
島
テ
ロ
実
行
犯
の
ム
ク

ラ
ス
、
ア
ム
ロ
ジ
兄
弟
の
両

元
死
刑
囚
＝
０
８
年
に
銃
殺

刑
＝
の
異
母
弟
に
あ
た
り
、

過
激
派
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ

ア
（
Ｊ
Ｉ
）
で
爆
弾
製
造
の

責
任
者
だ
っ
た
人
物
だ
。

　
▽
報
復
断
つ

　

人
口
約
２
５
０
０
人
の
貧

し
い
同
村
は
両
元
死
刑
囚
ら

テ
ロ
リ
ス
ト
を
何
人
も
生
ん

だ
。
両
元
死
刑
囚
は
一
部
か

は
小
中
学
校
で
一
緒
だ
っ
た

同
級
生
２
人
が
犠
牲
に
な
っ

た
と
い
う
。「
昔
か
ら
知
る

人
が
亡
く
な
る
と
い
う
の
は

悲
し
い
。
地
区
全
体
が
想
像

で
き
な
い
よ
う
な
被
害
状
況

だ
」

　

４
人
の
遺
体
が
見
つ
か
っ

た
同
県
坂
町
の
小
屋
浦
地
区

で
は
、
片
付
け
に
追
わ
れ

る
住
民
ら
が
時
折
手
を
止

め
、
炎
天
下
の
捜
索
を
見

守
っ
た
。
自
宅
１
階
の
全
て

が
土
砂
に
埋
ま
っ
た
高
下
博

本
側
に
「
再
説
明
」
す
る
よ

う
指
示
し
た
と
の
情
報
が
あ

る
こ
と
が
１
２
日
ま
で
に
分

か
っ
た
。
韓
国
の
被
害
者
家

族
で
つ
く
る
拉
北
者
家
族
会

の
崔
成
龍
代
表
が
明
ら
か
に

し
た
。
崔
氏
は
北
朝
鮮
内
に

独
自
の
情
報
源
を
持
ち
、
平

壌
の
消
息
筋
か
ら
こ
の
情
報

を
入
手
し
た
と
し
て
い
る
。

　

北
朝
鮮
は
、
日
本
が
こ
の

調
査
結
果
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
対
話
の
前
提
に
な
る
と

日
本
に
伝
え
て
い
る
と
さ
れ

る
。
安
倍
晋
三
首
相
は
拉
致

問
題
解
決
に
向
け
日
朝
首
脳

会
談
開
催
を
目
指
し
て
い
る

が
、
調
査
結
果
の
扱
い
が
今

後
の
日
朝
間
交
渉
の
焦
点
に

な
り
そ
う
だ
。

　

問
題
の
調
査
は
、
２
０
１ 

４
年
５
月
の
日
朝
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
合
意
に
基
づ
く
も

の
。
同
合
意
で
北
朝
鮮
は
、

拉
致
被
害
者
を
含
む
日
本
人

の
全
面
調
査
を
行
う
と
し
、

特
別
調
査
委
員
会
を
設
置
。

そ
の
後
、
日
朝
関
係
の
悪
化

で
北
朝
鮮
は
調
査
を
１
６
年

に
一
方
的
に
中
止
し
た
。

　

平
壌
の
消
息
筋
は
「
北
朝

鮮
当
局
は
調
査
結
果
を
既
に

非
公
式
に
日
本
に
伝
達
し
た

と
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
」

と
指
摘
。
だ
が
日
本
側
が
調

査
結
果
の
説
明
を
受
け
た
こ

と
は
な
い
と
し
て
い
る
た
め

「
金
委
員
長
は
『
再
度
説
明

せ
よ
』
と
の
趣
旨
の
指
示
を

出
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る

と
い
う
。

　

日
本
は
拉
致
被
害
者
に
認

定
し
た
安
否
不
明
の
１
２
人

に
関
し
「
８
人
死
亡
、
４

人
未
入
国
」
と
し
た
従
前
の

北
朝
鮮
の
主
張
は
信
用
で
き

な
い
と
の
立
場
を
取
っ
て
い

る
。

　
【
タ
ン
グ
ル
ン
共
同
＝
岡

田
健
太
郎
】
世
界
最
大
の
イ

ス
ラ
ム
教
徒
人
口
を
抱
え
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
日
本
人

を
含
め
２
０
２
人
が
死
亡
し

た
２
０
０
２
年
の
バ
リ
島
爆

弾
テ
ロ
実
行
犯
の
故
郷
の
村

が
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の

更
生
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
る
。
元
過
激
派
幹

部
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
元

戦
闘
員
と
そ
の
家
族
へ
の
働

き
掛
け
を
実
施
。
未
来
を
見

据
え
た
「
脱
過
激
化
」
に
取

り
組
む
。

　
▽
国
旗
国
歌

間
雨
量
は
７
５
地
点
、
４
８

時
間
雨
量
は
１
２
３
地
点
で

期
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
更
新

地
点
が
増
え
る
傾
向
が
浮
か

ん
だ
。
今
回
の
豪
雨
が
長
時

間
に
わ
た
っ
て
降
り
続
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

７
２
時
間
雨
量
は
６
月

２
８
日
か
ら
７
月
８
日
ま
で

の
間
に
観
測
し
た
。
記
録
を

更
新
し
た
１
１
９
地
点
が
広

島
県
や
岡
山
県
、
愛
媛
県
な

砂
が
住
宅
地
に
流
れ
込
み
、

犠
牲
者
が
出
た
地
区
も
あ
っ

た
。
専
門
家
は
「
砂
防
施
設

だ
け
で
完
全
な
防
災
は
不
可

能
。
ハ
ー
ド
面
の
対
策
を
過

れ
て
い
る
。

　
「『
犯
人
の
車
は
○
○
』
な

ど
の
情
報
が
拡
散
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
事

実
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
」。

広
島
県
警
は
、
チ
ラ
シ
形
式

の
注
意
喚
起
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
。
デ
マ
の
例
を
示

し
、
ネ
ッ
ト
上
で
拡
散
し
な

い
こ
と
や
情
報
の
発
信
元
を

確
認
す
る
よ
う
訴
え
た
。

と
し
て
、
警
察
が
注
意
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
た
だ
、
実

際
に
被
害
に
遭
っ
た
と
訴
え

る
被
災
者
も
お
り
、
岡
山
県

で
は
逮
捕
者
も
出
た
。
犯
罪

を
警
戒
し
つ
つ
、
偽
情
報
を

見
極
め
る
冷
静
さ
が
求
め
ら

ら
殉
教
者
扱
い
さ
れ
た
。
村

は
社
会
の
偏
見
に
さ
ら
さ
れ

て
い
た
。
服
役
中
に
愛
国
心

に
目
覚
め
た
フ
ァ
ウ
ジ
氏
は

「
村
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た

い
」
と
、
同
財
団
を
設
立
。

過
激
派
の
元
メ
ン
バ
ー
や
、

そ
の
子
ど
も
ら
の
心
の
ケ
ア

の
ほ
か
、
起
業
支
援
や
就
労

技
術
の
習
得
、
平
和
教
育
な

ど
に
取
り
組
む
よ
う
に
。
こ

れ
ま
で
更
生
し
財
団
に
加

わ
っ
た
人
々
は
子
ど
も
ら
を

含
め
７
８
人
に
上
る
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
で
軍
事
訓

練
を
受
け
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
の
宗
教
抗
争
で
戦
闘
を
経

験
し
た
者
も
い
る
。

　

ア
ム
ロ
ジ
元
死
刑
囚
の
息

子
マ
ヘ
ン
ド
ラ
氏
（
３
２
）

も
財
団
メ
ン
バ
ー
。
か
つ
て

一
部
に
と
ど
ま
り
、
多
く
の

運
行
再
開
は
未
定
だ
。
人
員

確
保
が
難
航
し
て
調
査
が
進

ま
な
い
路
線
も
あ
り
、
全
容

　

デ
マ
に
よ
る
混
乱
は
大
規

模
災
害
の
た
び
に
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
。
１
９
２
３
年
の

関
東
大
震
災
で
は
「
朝
鮮
人

が
井
戸
に
毒
を
入
れ
た
」
な

ど
の
う
わ
さ
が
広
ま
り
、
多

く
の
朝
鮮
人
が
虐
殺
さ
れ

た
。
２
０
１
６
年
の
熊
本
地

震
で
は
、
動
物
園
の
ラ
イ
オ

ン
が
逃
げ
出
し
た
と
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
デ
マ
を
流
し
た
と
し

て
逮
捕
者
が
出
る
事
態
に
。

　

広
島
県
警
は
被
災
者
宅
を

狙
っ
た
空
き
巣
や
見
舞
金
名

目
の
詐
欺
電
話
に
も
注
意
す

る
よ
う
呼
び
掛
け
て
お
り
、

広
報
担
当
者
は
「
デ
マ
に
惑

わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
」
と
話
す
。

　

一
方
、
豪
雨
被
災
地
の
一

つ
、
岡
山
県
高
梁
市
で
、
浸

水
の
た
め
閉
店
し
て
い
た
コ

ン
ビ
ニ
に
侵
入
し
、
現
金
自

動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
こ

じ
開
け
て
現
金
を
盗
も
う
と

し
た
と
し
て
、
県
警
は
１
０

日
、
少
年
ら
３
人
を
逮
捕
。

　

同
県
倉
敷
市
の
真
備
町
地

区
で
は
、
避
難
所
か
ら
２
日

半
後
に
自
宅
に
戻
っ
た
設

備
業
の
男
性
（
６
６
）
が
、

工
具
箱
（
幅
約
１
メ
ー
ト

ル
、
重
さ
約
６
０
キ
ロ
）
が

な
く
な
っ
て
い
る
の
に
気
付

い
た
。「
植
木
鉢
も
流
さ
れ

て
い
な
い
の
に
、
重
い
工
具

箱
が
な
く
な
る
の
は
お
か
し

い
。商
売
道
具
を
盗
ま
れ
た
」

と
悔
し
が
る
。

　

崔
氏
は
拉
致
被
害
者
の
横

田
め
ぐ
み
さ
ん
＝
失
踪
当
時

（
１
３
）
＝
が
北
朝
鮮
で
韓

国
人
拉
致
被
害
者
と
結
婚
し

点
の
約
１
割
に
当
た
る
。
甚

大
な
被
害
が
出
た
松
山
市
や

広
島
県
呉
市
も
含
ま
れ
て
い

る
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
１
時

間
雨
量
や
３
時
間
雨
量
の
記

録
更
新
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
４

地
点
と
１
６
地
点
。
２
４
時

　
【
共
同
】
西
日
本
豪
雨
で

観
測
し
た
７
２
時
間
雨
量

が
、
１
１
９
地
点
で
そ
の
地

点
と
し
て
の
記
録
を
更
新

し
、
過
去
最
大
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
１
２
日
、
気
象
庁

の
ま
と
め
で
分
か
っ
た
。
全

国
に
約
１
３
０
０
あ
る
観
測

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
被

害
は
拡
大
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

被
害
箇
所
の
う
ち
、
土

砂
流
入
は
６
０
カ
所
以
上
に

上
っ
て
お
り
、「
斜
面
崩
壊
」

「
線
路
冠
水
」
な
ど
も
目
立

つ
。
倒
木
や
電
柱
倒
壊
な
ど

を
含
め
て
複
数
の
被
害
が
発

生
し
て
い
る
区
間
も
あ
る
。

　

広
島
県
を
走
る
Ｊ
Ｒ
芸

備
線
狩
留
家
―
白
木
山
間
で

は
、
全
長
８
５
メ
ー
ト
ル
の

橋
が
両
端
の
一
部
を
除
い
て

流
失
。
山
陽
線
本
郷
―
河
内

間
で
は
濁
流
が
川
沿
い
の
道

路
を
越
え
て
線
路
を
襲
っ
た
。

現
在
は
盛
り
土
が
長
さ
数
十

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
削
り

流
れ
込
ん
だ
。「
警
報
が
出

た
時
も
、
こ
こ
は
大
し
た
こ

と
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
」。
住
人
の
高
橋
梓
さ
ん

（
２
６
）
は
土
砂
に
埋
ま
っ

た
住
宅
を
ぼ
う
ぜ
ん
と
見
つ

め
た
。

　

団
地
で
は
数
年
前
か
ら
、

雨
が
降
っ
た
際
に
砂
が
裏
山

か
ら
流
れ
て
く
る
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
た
。
広
島
県

の
調
査
で
山
の
上
部
に
小
さ

な
斜
面
崩
壊
の
跡
が
見
つ
か

り
、
進
行
を
食
い
止
め
る
た

め
、
高
さ
８
メ
ー
ト
ル
、
幅

２
６
メ
ー
ト
ル
の
治
山
ダ
ム

が
造
ら
れ
た
。
山
崩
れ
の
発

生
や
、
下
流
に
流
れ
る
土
砂

を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
た
。

　

だ
が
今
回
、
広
島
市
で
は

複
数
の
地
点
で
７
日
か
ら
の

４
８
時
間
雨
量
が
７
月
の
観

測
史
上
１
位
を
記
録
。
治
山

ダ
ム
を
管
理
す
る
県
の
担
当

者
は「
想
定
外
の
雨
だ
っ
た
。

新
し
く
て
大
き
な
ダ
ム
だ
っ

た
の
に
…
」
と
絶
句
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
７
７
人
が

死
亡
し
た
広
島
市
の
土
砂
災

害
で
被
害
が
大
き
か
っ
た
安

佐
北
区
可
部
、
安
佐
南
区
の

八
木
、緑
井
地
区
で
は
今
回
、

人
的
被
害
や
建
物
の
倒
壊
は

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
県
に

よ
る
と
、
被
災
後
の
復
旧
工

事
で
被
災
地
を
中
心
に
市
内

８
８
カ
所
に
砂
防
ダ
ム
や
治

山
ダ
ム
が
造
ら
れ
、
今
回
の

豪
雨
で
土
石
流
を
食
い
止
め

た
所
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

全
国
に
は
土
砂
災
害
の
危

険
が
あ
る
区
域
が
推
定
約

６
６
万
カ
所
あ
る
。
砂
防
ダ

ム
の
整
備
費
は
地
形
や
大
き

さ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が

１
基
で
数
億
円
規
模
に
な
る

と
い
い
、「
限
ら
れ
た
予
算

で
全
て
に
同
様
の
対
策
を
取

る
の
は
難
し
い
」（
国
土
交

通
省
の
担
当
者
）
の
が
実
情

だ
。

　

ま
た
砂
防
施
設
が
あ
っ
て

も
被
害
を
防
げ
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
九

州
大
大
学
院
の
矢
野
真
一
郎

教
授
（
河
川
工
学
）
は
「
温

暖
化
の
影
響
で
、
各
地
で
ダ

ム
の
設
計
基
準
を
超
え
た
雨

量
の
豪
雨
が
発
生
し
て
い

る
」
と
指
摘
。「
危
機
感
が

伝
わ
る
よ
う
な
警
報
の
出
し

方
な
ど
、
行
政
は
ソ
フ
ト
対

策
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き

だ
」
と
訴
え
た
。

国
を
憎
ん
で
い
た
が
、
現
在

は
「
父
の
死
刑
へ
の
怒
り
は

残
る
が
、
報
復
の
気
持
ち
で

は
何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
▽
疎
外
防
止

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
１
６

年
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
４
人
が

犠
牲
と
な
る
爆
弾
テ
ロ
、
こ

と
し
５
月
も
ス
ラ
バ
ヤ
一
帯

で
容
疑
者
が
自
ら
の
子
ど
も

は
「
早
く
安
否
を
確
か
め
た

い
」
と
や
つ
れ
た
様
子
だ
っ

た
。
捜
索
す
る
消
防
団
の
男

性
は
「
特
別
な
思
い
で
活
動

し
て
い
る
。
不
明
者
の
中
に

は
、
息
子
と
同
年
代
の
人
も

い
る
。
早
く
見
つ
け
て
あ
げ

た
い
」
と
語
っ
た
。

　

８
日
に
遺
体
で
見
つ
か
っ

た
角
森
奈
々
さ
ん
（
４
４
）

は
６
月
に
結
婚
し
た
ば
か

り
。
上
西
千
恵
美
さ
ん
、
中

学
２
年
優
太
さ
ん
、
小
学
６

年
健
太
さ
ん
の
親
子
３
人
の

遺
体
は
９
日
に
見
つ
か
っ

た
。

　

優
太
さ
ん
の
同
級
生
は

「
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
優
し

か
っ
た
。
雨
の
日
に
傘
を

持
っ
て
い
な
い
と
、
ぬ
れ
な

い
よ
う
に
と
傘
に
入
れ
て
く

れ
た
」
と
話
し
た
。

を
巻
き
こ
む
連
続
テ
ロ
が

あ
っ
た
。
過
激
派
組
織
「
イ

ス
ラ
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）
の
影

が
ち
ら
つ
く
。
フ
ァ
ウ
ジ
氏

は
「
テ
ロ
リ
ス
ト
の
９
割
は

親
族
ら
近
い
人
々
か
ら
影
響

を
受
け
た
」
と
指
摘
す
る
。

　

財
団
の
活
動
は
、
国
家
テ

ロ
対
策
庁
が
資
金
支
援
し
て

い
る
。
同
庁
に
よ
る
と
、
同

村
が
あ
る
東
ジ
ャ
ワ
州
だ
け

で
元
テ
ロ
リ
ス
ト
の
子
ど
も

は
１
０
０
人
以
上
お
り
、
ス

ハ
ル
デ
ィ
長
官
は
、
元
テ
ロ

リ
ス
ト
の
子
ど
も
ら
が
社
会

か
ら
疎
外
さ
れ
れ
ば
過
激
思

想
に
走
り
や
す
い
と
指
摘
。

「
家
族
の
心
の
ケ
ア
も
テ
ロ

防
止
に
必
要
だ
」
と
述
べ
て

同
財
団
の
取
り
組
み
を
評
価

し
て
い
る
。

美
さ
ん
（
６
１
）
は
「
こ
の

辺
は
皆
が
顔
見
知
り
。
高
齢

で
逃
げ
遅
れ
た
人
も
た
く
さ

ん
知
っ
て
い
る
」
と
連
絡
の

取
れ
な
い
知
人
の
安
否
を
気

遣
っ
た
。

　

川
崎
市
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
訪
れ
た
高
田
昭
彦
さ
ん

（
５
４
）
は
「
東
日
本
大
震

災
で
津
波
に
の
ま
れ
た
街
の

よ
う
だ
」
と
息
を
の
ん
だ
。

　

避
難
所
に
は
支
援
物
資
が

続
々
と
届
い
た
。
一
方
で
被

災
者
か
ら
は
「
眠
れ
な
い
」

「
食
欲
が
な
い
」
と
い
っ
た

心
身
の
不
調
を
訴
え
る
声
が

上
が
る
な
ど
、
避
難
所
生
活

は
過
酷
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
地

区
の
岡
田
小
に
は
歯
ブ
ラ
シ

や
衣
類
な
ど
の
支
援
物
資
が

届
け
ら
れ
た
。
家
族
６
人
で

避
難
す
る
高
校
３
年
の
岡
田

莉
夢
さ
ん
（
１
８
）
は
「
今

の
と
こ
ろ
物
資
は
足
り
て
い

る
。
着
替
え
と
食
べ
物
が
特

に
あ
り
が
た
い
」
と
笑
顔
。

　

だ
が
、
体
育
館
は
身
を
寄

取
ら
れ
、
２
本
の
線
路
が
宙

に
浮
い
た
状
態
だ
。
Ｊ
Ｒ
西

日
本
広
島
支
社
の
担
当
者
は

「
影
響
の
大
き
さ
を
見
極
め

て
優
先
順
位
を
つ
け
て
復
旧

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

岡
山
県
高
梁
市
の
Ｊ
Ｒ
西

の
備
中
広
瀬
変
電
所
が
水

没
す
る
な
ど
の
被
害
も
出
て

お
り
、
特
急
や
く
も
が
走
行

す
る
伯
備
線
も
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
る
。
同
社
岡
山
支
社
は

運
行
再
開
を
急
ぎ
た
い
考
え

だ
が
「
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
調
査
が
進
ん
で
い
な
い
」

と
説
明
し
て
い
る
。

せ
合
う
被
災
者
で
い
っ
ぱ

い
。
タ
オ
ル
を
首
に
か
け
て

座
り
込
み
、
う
ち
わ
で
あ
お

ぐ
人
の
姿
が
目
立
っ
た
。
主

婦
犬
間
明
子
さ
ん
（
６
２
）

は
「
最
初
は
命
が
助
か
っ
た

だ
け
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

た
。
で
も
１
週
間
が
た
ち
、

今
後
へ
の
不
安
が
増
し
て
き

て
い
る
」
と
話
し
た
。

　

避
難
所
を
巡
回
し
て
健
康

相
談
に
乗
っ
て
い
る
岡
山
赤

十
字
病
院
の
三
宅
尚
美
副
看

護
部
長
（
５
４
）
に
よ
る
と

　
【
共
同
】
西
日
本
豪
雨
で

は
、
砂
防
ダ
ム
が
土
石
流
を

食
い
止
め
被
害
を
免
れ
た
地

区
が
あ
る
一
方
、
完
成
し
た

ば
か
り
の
ダ
ム
を
越
え
て
土

　
【
共
同
＝
粟
倉
義
勝
】
北

朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問

題
で
、
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党

「
だ
る
い
」「
食
欲
が
な
い
」

と
訴
え
る
人
が
多
い
。
１
０

日
に
診
察
し
た
約
３
０
人
の

う
ち
、
１
０
人
ほ
ど
が
熱
中

症
と
診
断
さ
れ
た
。

　

断
水
が
続
く
広
島
県
三
原

市
内
の
避
難
所
で
は
、
給
水

車
の
前
に
朝
か
ら
３
０
人
ほ

ど
が
列
を
つ
く
っ
た
。
そ
ば

に
は
熱
中
症
を
防
ぐ
目
的
で

屋
外
用
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
が
設
置
さ
れ
た
が
、
並

ん
で
い
る
途
中
に
体
調
不
良

を
訴
え
る
人
も
出
た
。

ど
西
日
本
を
中
心
に
広
範
囲

に
分
布
し
て
い
る
こ
と
も
、

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。
気
象
庁
が
特
別
警
報
を

出
し
た
の
は
１
１
府
県
に
上

り
、
北
海
道
や
沖
縄
で
も
記

録
を
更
新
し
た
地
点
が
あ
っ

た
。

　

中
で
も
、
高
知
県
馬
路
村

の
１
３
１
９
・
５
ミ
リ
、
呉

市
の
４
６
５
・
０
ミ
リ
、
松

山
市
の
３
６
０
・
５
ミ
リ
の

３
地
点
は
、
平
年
の
７
月
の

１
カ
月
間
に
降
る
雨
量
の
２

倍
前
後
が
７
２
時
間
で
降
っ

て
い
た
。

　

気
象
庁
や
防
災
科
学
技
術

研
究
所
に
よ
る
と
、
豪
雨
を

も
た
ら
し
た
梅
雨
前
線
は
、

本
州
と
重
な
る
よ
う
に
停

滞
。
南
に
あ
っ
た
太
平
洋
高

気
圧
の
縁
を
回
り
込
む
よ
う

に
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流

れ
込
み
、
各
地
で
積
乱
雲
が

発
達
し
た
。
同
じ
よ
う
な
気

圧
配
置
が
続
き
、
長
時
間
の

雨
と
な
っ
た
。

　
【
共
同
】
西
日
本
豪
雨
に

関
連
し
「
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の

よ
う
な
服
を
着
た
窃
盗
グ

ル
ー
プ
が
被
災
地
に
入
っ
て

い
る
」
と
い
っ
た
事
実
に
基

づ
か
な
い
デ
マ
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
広
が
っ
て
い
る

た
と
の
情
報
を
入
手
し
た
人

物
。
０
６
年
に
事
実
と
判
明

し
た
。

　

日
朝
関
係
筋
に
よ
る
と
、

北
朝
鮮
側
は
今
年
４
月
の
南

北
首
脳
会
談
後
、
日
本
側
に

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意
は
破

棄
さ
れ
て
い
な
い
と
伝
達
し

日
朝
双
方
は
合
意
が
維
持
さ

れ
て
い
る
と
の
認
識
で
一
致

し
た
と
い
う
。





（５） ２０１８年第５０３８号  ７月 １３日 （金曜日）

EXPOSIÇÃO

EXPOSIÇÃO “TEM-
PLOS E MONUMEN-
TOS HISTÓRICOS DO 
JAPÃO”
Onde: InterContinental São 
Paulo (Alameda Santos 
1123, Cerqueira Cesar)
De 21/06 a 24/07/2018
Informações: 11/3179-2600

EXPOSIÇÃO TOYOTA 
– O RITMO DO ESPA-
ÇO
Curadoria: Denise Mattar
Onde: Museu de Arte Bra-
sileira da FAAP (Rua Ala-
goas 903, Higienópolis)
De 23/06 a 02/09/2018
Horário: 2ª, 4ª, 5ª e 6ª das 
10h às 19h – última entrada 
às 18h. Sábados, domingos 
e feriados das 10h às 18h – 
última entrada às 17h.
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.yutaka-
toyota.com 

HISTORIAS AFRO
-ATLÂNTICAS  
Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
De 30/06 a 21/10/2018 
Horário: Dia 30/06 (11h às 
15h) e 3ª a domingo das 11h 
às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 
ou www.institutotomieoh-
take.org.br

AROMAS E SABORES
Artista Plástica Japo-
nesa: Maki Ueda
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 52, 
Piso Térreo, Bela Vista)
De 05/06 a 30/09/2018
Horário: Terça a sábado das 
10h às 22h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

MÊS DO JAPÃO NO 
CENTRO CULTURAL 
DOS CORREIOS – RIO 
DE JANEIRO/RJ
Onde: Centro Cultural dos 
Correios do Rio da Janeiro 
(Rua Visconde de Itaboraí 
20, Centro, Rio de Janeiro/
RJ)
De 04 a 29/07/2018
Horário: 3ª a domingo, das 
12h às 17h
Informações: 21/2240-
2383

MUJI POP UP STORE 
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 52, 
Piso Térreo, Bela Vista)
De 19/06 a 22/07/2018
Horário: Terça a sábado das 
10h às 22h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

EXPOSIÇÃO ITINE-
RANTE
VARIAÇÃO E AUTO-
NOMIA – AS GRAVU-
RAS DE ARTISTAS 
JAPONESES CON-
TEMPORÂNEOS
Classifi cação: Livre
Ingresso: Entrada Gratuita 
em Todos os Estados
Rio de Janeiro

Onde: Centro Cultural do 
Correio (Rua Visconde de 
Itaboraí 20, Centro)
De 04/07 a 28/07/2018 
Curitiba
Onde: Museu Paranaense 
(Rua Kellers 289, Alto São 
Francisco)
De 10/08 a 02/09/2018
Manaus
Onde: Palácio da Justiça 
(Av. Eduardo Ribeiro 901, 
Centro)
De 18/09 a 13/10/2018
Recife
Onde: Torre Malakoff (Pra-
ça Artur Oscar, S/N, Recife 
Antigo)
De 01/11 a 25/11/2018

5º FESTIVAL DE CE-
RAMICA – CASARÃO 
DO CHA – MOGI DAS 
CRUZES/SP
Onde: Casarão do Chá (Es-
trada Do Chá cx 05, acesso 
pela Estrada do Nagao, km 
3, Cocuera, Mogi das Cru-
zes/SP) 
Dia 05/08/2018
Horário: 9h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita 

CASARÃO DO CHÁ – 
MOGI DAS CRUZES/
SP 
Onde: Casarão do 
Chá (Estrada Do Chá 
cx 05, acesso pela Es-
trada do Nagao, km 
3, Cocuera, Mogi das 
Cruzes/SP) 
Visitação: Todos os domin-
gos das 9h às 17h 
Durante a semana visitas 
monitoradas: Escolas – vi-
sitação gratuita; Grupos 
Turisticos – R$100,00 até 
30 pessoas. Agendamentos 
11/4792-2164 
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/4792-2164 
e www.casaraodocha.org.br 

PAVILHÃO JAPONÊS 
– PARQUE DO IBIRA-
PUERA 
Onde: Pavilhão Japonês 
(Parque do Ibirapuera – por-
tão 10 - próx. ao Planetário 
e ao Museu Afro Brasil) 
Visitação: quarta-feira, sá-
bado, domingo e feriados 
Horário: das 10h às 12h e 
das 13h às 17h 

EXPOSIÇÃO BANCOS 
INDÍGENAS DO BRA-
SIL
Onde: Pavilhão Japonês do 
Parque Ibirapuera – próx. 
ao MuseuAfro e Planetário 
(Acesso no Portão 3 e 10 na 
Av. Pedro Álvares Cabral)
De 09/06 a 05/08/2018
Visitação: quarta, sábado, 
domingo e feriado
Horário: das 10h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita

CINEMA

BUNKYO CINEMA
Data: Primeira quarta-
feira útil do mês, às 13h 
(01/08/2018)
Onde: Pequeno Auditório 
do Bunkyo (Rua São Joa-
quim 381, Liberdade)
Capacidade: 200 lugares
Ingressos: Gratuitos (in-
gressos serão distribuídos 
30 minutos antes de cada 
sessão, respeitando a ordem 
de chegada)

Informações: 11/3208-1755 
e www.bunkyo.org.br

EVENTO 

ERA UMA VEZ… TA-
NABATA E AS REPRE-
SENTAÇÕES FEMINI-
NAS NAS FÁBULAS 
JAPONESAS
Onde: Biblioteca da Fun-
dação Japão em São Paulo 
(Avenida Paulista 52, 3º an-
dar, Bela Vista)
De 07/07 a 31/08/2018
Horário: 3ª à 6ª das 10h30 
às 19h30 e Sábado das 9h 
às 17h
Informações: 11/3141-0110

KARAOKE-DANCE 
DO NIKKEY CULTU-
RAL
Onde: Iwate Kenjin do Bra-
sil (Rua Tomas Gonzaga 
95, Liberdade)
Dias 19 e 26/07/2018 (todas 
as quintas)
Horário: 8h às 16h (Serve 
Almoço)
Informações:  11/99857-
3845 com Iritsu

KARAOKÊ-DANCE NI-
KKEY CULTURAL
Pioneiro nessa atividade 
cujo objetivo é de propor-
cionar um ambiente fami-
liar onde os freqüentadores 
cantam suas músicas prefe-
ridas e dançam ritmos como 
o chá chá chá , rumba, forro 
, samba e country. Todos os 
domingos Baile com Músi-
ca ao Vivo. 
Onde: Assoc. Cultural 
Tokushima Kenjin do Bra-
sil (Av Dr Antonio Maria 
Laert 275, 100m do Metro 
Tucuruvi) 
Dias 14 e 15/07/2018 
Horário: Sábados Karaokê 
Dance das 8h às 16h e Do-
mingos das 8h às 18h e das 
18h às 22h Bailes com mú-
sica ao vivo.
Informações: 11/99857-
3845 com Iritsu 

BAILE ÉRIKA KAWA-
HASHI
Música ao vivo com Érika 
Kawahashi e o Vocalista Is-
samu. Personal Dancers da 
Academia “Dançando na 
Lua”.
Onde: Associação Miyagui 
(Rua Fagundes 152, Metro 
São Joaquim)
Dia 14/07/2018
Horário: 17h30 às 22h (das 
17h30 às 18h – karaokê por 
meia hora)
Informações: 11/2578-3829 
e 11/99827-9925 e erika.
kawahashi@yahoo.com.br 

UNDOKAI 2018 – ACA 
TOZAN – CAMPINAS/
SP
Onde: Colônia Tozan 
(R Francisco Candido 
Xavier 809-1037, Villa-
ge, Campinas/SP)
Dia 15/07/2018
Horário: 9h às 17h
Informações: 19/99204-
8530 Kazu

TEZUMA – ARTE DO 
ILUSIONISMO TRADI-
CIONAL JAPONÊS
Porto Alegre
Onde: Teatro Dante Barone 
(Praça Mal. Deodoro 1101, 

Centro Histórico, Porto 
Alegre/RS)
Dia 19/07/2018
Horário: 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
(contribuição espontânea 
de 1kg de alimento não pe-
recível)
Informações: 51/3210-2000
São Paulo
21º FESTIVAL DO JAPÃO 
– 110 Anos da Imigração 
Japonesa no Brasil
Onde: São Paulo Expo 
Exhibition & Convention 
Center (Rodovia dos Imi-
grantes, km 1,5, São Paulo/
SP)
Dias 20,21 e 22/07/2018
Arena 110 anos
21/07 (sábado) às 15h50 e 
22/07 (domingo) às 12h20
Stand da Fundação Japão
Horários a defi nir
Informações: www.festi-
valdojapao.com.br  

21º FESTIVAL DO JA-
PÃO 2018
Onde: São Paulo Expo (Ro-
dovia dos Imigrantes, km. 
1,5, São Paulo/SP)
Dias 20, 21 e 22/07/2018
Horário: 20 das 12h às 21h, 
21 das 9h às 21h e 22 das 
10h às 18h)
Informações: 11/3277-
6108, 11/3277-8569 e 
www.festivaldojapao.com.
br 

COMEMORAÇÃO 110 
ANOS – SOLENIDADE 
OFICIAL
Onde: São Paulo Expo (Ro-
dovia dos Imigrantes, km. 
1,5, São Paulo/SP)
Dia 21/07/2018
Horário: 11h
Informações: 11/3277-
6108, 11/3277-8569 e 
www.festivaldojapao.com.
br 

30 ANOS DE JASPION 
E CHANGEMAN NO 
BRASIL – PLAY GEEK 
BRASIL – INDAIATU-
BA/SP
Onde: Indaiatuba Hall – 
anexo ao Hotel Íbis (Rod. 
Eng. Ermênio de Oliveira 
Penteado, Indaiatuba/SP)
Dias 20, 21 e 22/07/2018
Horário: 10h às 20h
Valores: R$29,00 a 
R$169,00
Informações: www.playge-
ekbrasil.com.br 

FESTA DA CEREJEI-
RA EM FLOR DE CAM-
POS DO JORDÃO/SP
Onde: Parque das Cere-
jeiras e Recanto de Re-
pouso Sakura-Home (Av 
Cap. Tassaburo Yamaguchi 
2173, Vila Albertina, Cam-
pos do Jordão/SP) 
Dias 21, 22, 28, 29/07, 04, 
05,11 e 12/08/2018
Horário: 9h às 16h
Ingresso: R$18,00
Estacionamento: Gratuito 
no local
Informações: 12/3662-2911 
e www.festadacerejeira.net.
br 

AOBA MATSURI 
Feira de verduras frescas e 
comidas caseiras. 
Onde: Miyagui Kenjin Kai 
(Rua Fagundes 152, Liber-
dade) 

週
末
お
で
か
け
情
報

Dia 21/07/2018 
Horário: 9h às 18h 
Informações: 11/3209-
3265 

100 ANOS COLONI-
ZAÇÃO JAPONESA 
EM PROMISSÃO/
SP
Onde: Praça Dr Shuhei 
Uetsuka, Promissão/SP
Dia 22/07/2018
Horário: 10h às 22h

CURSO 

CURSO HISTÓRIA 
DO JAPÃO – 2018
Dia 04/08/2018 – Histó-
ria do Japão 5 – Período 
Edo fi nal – abertura dos 
portos.
Dia 01/09/2018 – Histó-
ria do Japão 6 – Período 
Meiji - modernização.
Dia 06/10/2018 – Histó-
ria do Japão 7 – Períodos 
Taisho e Showa início.
Dia 10/11/2018 – Histó-
ria do Japão 8 – Segunda 
Guerra e Showa fi nal.
Dia 01/12/2018 – Histó-
ria do Japão 9 – Era Hei-
sei até hoje.

Divulgação de eventos
com Cristiane Kisihara 

E-mail: cris_kisihara@hotmail

TEL: 11/3340-6060

Onde: Associação Cultural Mie Kenjin do 
Brasil (Av. Lins de Vasconcelos 3352, Vila 
Mariana)
Horário: 9h às 12 horas. 
Inscrições: R$35,00+R$3,50(taxa do Sym-
pla) por aula. Inscrições e pagamentos até 
03dias antes da data do curso, na secretaria 
da Associação Mie ou pelo site culturajapo-
nesa.com.br.
Informações: 11/5549-6857

CURSOS DA NIKKEY CULTURAL 
Onde: Rua Tomas Gonzaga 95, 4andar, Li-
berdade 
Cursos: Karaokê, Idiomas (japones, inglês 
e espanhol), teclado, informatica para a 3ª 
idade e dança de salão. 
Informações: 11/99857-3845 Iritsu 

PALESTRA 

PALESTRAS GRATUITAS DO CIA-
TE 
JULHO/2018 
17/07 – Terça-feira – 14h às 16h – “Como 
Evitar Dupla Tributação Entre Brasil e Ja-
pão” (Shinji Nakaoka – Diretor Executivo 
da Daiwa Service)
19/07 – Quinta-feira – 14h às 16h – “Usos 
e Costumes do Japão” (José Vanzelli – Pro-
fessor de Japonês no CIATE)
Onde: CIATE - Centro de Informação e 
Apoio ao Trabalhador Retornado do Exte-
rior (Rua São Joaquim 381, 1º andar, Li-
berdade) 
Informações: 11/3207-9014 e www.ciate.
org.br 
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平ひ
ら

田た

ジ
ョ
ー
さ
ん
が
歌う

た

う

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

曲き
ょ
く「

あ
り
が
と
う

ブ
ラ
ジ
ル
！
」
は
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
（https://w

w
w

.
youtube.com

/w
atch 

　
い
よ
い
よ
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
約や

く

１
週

し
ゅ
う

間か
ん

後ご

に
迫せ

ま
っ
て
い
る
―
―
式し

き

典て
ん

は
２
１
日に

ち

正し
ょ
う

午ご

か

ら
の
１
時じ

間か
ん

。
そ
の
前ぜ

ん

後ご

で
１
時じ

間か
ん

ず
つ
予よ

定て
い

さ
れ
て
い
る
の
が
、
記き

念ね
ん

芸げ
い

能の
う

シ
ョ
ー
「
結ゆ

い

―
次じ

世せ

代だ
い

に
繋つ

な

ぐ
未み

来ら
い

へ
の

懸か

け
橋は

し

」
だ
。
延の

べ
２
千せ

ん

人に
ん

が
出

し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
豪ご

う

華か

な
記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

と
な
る
。
同ど

う

式し
き

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

で
芸げ

い

能の
う

担た
ん

当と
う

の
上う

え

原は
ら

テ
リ

オ
副ふ

く

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う（

４
９
、
三さ

ん

世せ
い

）、
同ど

う

芸げ
い

能の
う

シ
ョ
ー
の
舞ぶ

台た
い

演え
ん

出し
ゅ
つ・

構こ
う

成せ
い

を
手て

が
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

玉た
ま

城
ぐ
す
く

流り
ゅ
う

扇せ
ん

寿じ
ゅ

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
うの

斉さ
い

藤と
う

悟さ
と
るさ

ん
（
３
１
、
同ど

う

）
と
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

国こ
く

祭ま
つ

り
太た

い

鼓こ

ブ
ラ
ジ
ル
の
大お

お

城し
ろ

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
さ
ん
（
３
４
、

同ど
う

）
に
見み

所ど
こ
ろを

聞き

い
た
。

?v=
D

g
SZ

JN
u

d
-b8

）

で
楽が

っ

曲き
ょ
くビ

デ
オ
を
観み

ら
れ
る
。

歌か

詞し

を
お
ぼ
え
て
行い

け
ば
、

一い
っ

緒し
ょ

に
合が

っ

唱し
ょ
うで

き
、
芸げ

い

能の
う

シ
ョ

ー
に
参さ

ん

加か

し
た
気き

分ぶ
ん

に
な
れ

る
か
も
！
？　

周
し
ゅ
う

囲い

の
友ゆ

う

人じ
ん

・

家か

族ぞ
く

に
も
是ぜ

非ひ

お
勧す

す

め
を
。

　
　
　
　
　

◎

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
館か

ん

内な
い

の

が
１
０
分ぷ

ん

程て
い

度ど

ず
つ
次

つ
ぎ
つ
ぎ

々

と
、
太た

い

鼓こ

演え
ん

奏そ
う

や
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

な
ど
を
１
１
演え

ん

目も
く

披ひ

露ろ
う

す

る
。
各か

く

団だ
ん

体た
い

の
演え

ん

者じ
ゃ

は
５
３

～
２
８
４
人に

ん

も
お
り
、
合ご

う

計け
い

２
千せ

ん

人に
ん

が
４
０
メ
ー
ト
ル
×

２
５
メ
ー
ト
ル
の
大だ

い

舞ぶ

台た
い

を

所と
こ
ろ

狭せ
ま

し
と
舞ま

い
踊お

ど

る
。

　

開か
い

幕ま
く

は
藤ふ

じ

間ま

流り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

学が
っ

校こ
う

、
花は

な

柳や
ぎ

金き
ん

竜り
ゅ
う

会か
い

、

京き
ょ
う

藤ふ
じ

間ま

流り
ゅ
う、

池い
け

芝し
ば

流り
ゅ
うの

約や
く

５
５
人に

ん

に
よ
る
「
さ
く
ら
さ

く
ら
」
だ
。

　

広ひ
ろ

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
ブ
ラ
ジ
ル

神か
ぐ
ら

楽
会か

い

、
長な

が

崎さ
き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

龍じ
ゃ

踊お
ど

り
、
レ
キ
オ
ス
芸げ

い

能の
う

同ど
う

好こ
う

会か
い

エ
イ
サ
ー
太た

い

鼓こ

、
琉

り
ゅ
う

球
き
ゅ
う

国こ
く

祭ま
つ

り
太だ

い

鼓こ

、
獅し

し

子
舞ま

い

青せ
い

年ね
ん

サ
ン
タ
・
ク
ラ
ラ
、
サ
ン
ト
・

ア
ン
ド
レ
、
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス

獅し
し

子
舞ま

い

に
よ
る
、
獅し

し

子
１
２

匹ひ
き

と
大だ

い

蛇じ
ゃ

７
匹ひ

き

、
龍じ

ゃ

と
い
う

〃
夢ゆ

め

の
共

き
ょ
う

演え
ん

〃
も
最さ

い

大だ
い

の
見み

ど
こ
ろ
の
一ひ

と
つ
。
４
番ば

ん

目め

の
演え

ん

目も
く

だ
。

　
７
番ば

ん

目め

の
「
ス
ト
リ
ー
ト
・

オ
ブ
・
ヨ
サ
コ
イ
」
で
は
１
２

の
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
と
ブ
ラ

ジ
ル
太だ

い

鼓こ

協き
ょ
う

会か
い

の
計け

い

１
８
０

人に
ん

が
共

き
ょ
う

演え
ん

す
る
。
そ
の
中な

か

に

は
こ
の
シ
ョ
ー
の
た
め
に
活か

つ

動ど
う

を
再さ

い

開か
い

し
た
り
、
新あ

た
ら

し
く
立た

ち
上あ

げ
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
も

い
る
。
若わ

か

さ
あ
ふ
れ
る
演え

ん

奏そ
う

と
踊お

ど

り
が
期き

待た
い

で
き
そ
う
だ
。

　

グ
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

は
日に

っ

系け
い

歌か

手し
ゅ

平ひ
ら

田た

ジ
ョ
ー
さ

ん
が
歌う

た

う
「
あ
り
が
と
う
ブ

ラ
ジ
ル
！
」
に
あ
わ
せ
、
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

國こ
く

祭ま
つ

り
太だ

い

鼓こ

、
レ
キ
オ

ス
芸げ

い

能の
う

同ど
う

好こ
う

会か
い

、
エ
イ
サ
ー

太た
い

鼓こ

、
レ
プ
レ
ー
ザ
阿あ

波わ

踊お
ど

り
、
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

協き
ょ
う

会か
い

、
Ａ

Ｃ
Ａ
Ｌ
舞ぶ

踊よ
う

、
鳥と

っ

取と
り

し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
傘か

さ

踊お
ど

り
、
ア
ギ
ア
・

デ
・
オ
ウ
ロ
、
轟

と
ど
ろ
き

太だ
い

鼓こ

、
ブ

　

何な
ん

度ど

も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌か

謡よ
う

番ば
ん

組ぐ
み

に
出

し
ゅ
っ

演え
ん

す
る
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

有ゆ
う

名め
い

演え
ん

歌か

歌か

手し
ゅ

エ
ド
ア
ル
ド

さ
ん
が
、
１
２
月が

つ

２
日か

に

文ぶ
ん

協き
ょ
う

ビ
ル
大だ

い

講こ
う

堂ど
う

（R
u

a 
Sao Jo

aq
u

im
, 3

81, 
L

ib
erd

ad
e

）
で
さ
れ
る

｢

第だ
い

２
４
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん｣

に
、
ゲ
ス
ト
出

し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
こ
と
が
決き

ま
っ
た
。
前ぜ

ん

日じ
つ

に
は
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
で

も
歌う

た

声ご
え

を
披ひ

露ろ
う

す
る
。

　

エ
ド
ア
ル
ド
さ
ん
は
、

２
０
１
０
年ね

ん

、
プ
ロ
の
演え

ん

歌か

歌か

手し
ゅ

を
目め

指ざ

し
て
渡と

日に
ち

、

１
５
年ね

ん

に
テ
イ
チ
ク
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
よ
り
フ
ァ

ー
ス
ト
・
シ
ン
グ
ル
『
母は

は

き
ず
な
』
で
デ
ビ
ュ
ー
。
翌よ

く

年と
し

、
日に

本ほ
ん

有ゆ
う

線せ
ん

大た
い

賞し
ょ
う「

新し
ん

人じ
ん

賞し
ょ
う」

を
受じ

ゅ

賞し
ょ
うす

る
な
ど
、
日に

本ほ
ん

で
活か

つ

躍や
く

を
続つ

づ

け
て
い
る
。

８
月が

つ

１
５
日に

ち

に
は
新し

ん

曲き
ょ
く『

じ

ょ
ん
か
ら
一ひ

と

人り

旅た
び

』
を
リ
リ

ラ
ジ
ル
創そ

う

価か

学が
っ

会か
い

楽が
く

団だ
ん

の
延の

べ
２
８
４
人に

ん

が
演え

ん

奏そ
う

し
踊お

ど

る
。

夢ゆ
め

の
共

き
ょ
う

演え
ん

を
締し

め
く
く
る
壮そ

う

大だ
い

な
終

し
ゅ
う

幕ま
く

に
な
り
そ
う
だ
。

　

流
り
ゅ
う

派は

や
ジ
ャ
ン
ル
が
違ち

が

う

団だ
ん

体た
い

同ど
う

士し

の
初は

つ

共き
ょ
う

演え
ん

に
つ
い

て
、
斉さ

い

藤と
う

さ
ん
は
「
最さ

い

初し
ょ

は

新あ
た
らし

い
様よ

う

式し
き

に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

す
る
こ

と
や
、
他た

団だ
ん

体た
い

と
の
共

き
ょ
う

演え
ん

を

拒き
ょ

否ひ

す
る
団だ

ん

体た
い

も
あ
っ
た
。

で
も
話は

な

し
合あ

い
を
重か

さ

ね
、
練れ

ん

習し
ゅ
うが

始は
じ

ま
る
頃こ

ろ

に
は
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

し
て
頑が

ん

張ば

り
は
じ
め
た
。
今い

ま

で
は
皆み

な

、
成せ

い

功こ
う

に
向む

け
て
一い

ち

丸が
ん

と
な
っ
て
練れ

ん

習し
ゅ
うに

励は
げ

ん
で
い

る
」
と
語か

た
っ
た
。

　

出
し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

も
プ
ロ
の
踊お

ど

り
手て

か
ら
松

し
ょ
う

柏は
く

・
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

の
生せ

い

徒と

ま
で
、
年ね

ん

齢れ
い

も
９
歳さ

い

か
ら
８
４
歳さ

い

ま
で
と
世せ

代だ
い

も
様さ

ま

々ざ
ま

。
演え

ん

目も
く

は
息い

き

つ
く
間ま

ー
ス
す
る
予よ

定て
い

だ
。

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

」

は
例れ

い

年ね
ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

ア

マ
チ
ュ
ア
歌か

謡よ
う

連れ
ん

盟め
い

（
Ｉ
Ｎ

Ｂ
、
北き

た

川が
わ

好よ
し

美み

会か
い

長ち
ょ
う）

が
主し

ゅ

催さ
い

し
て
い
た
が
、
今こ

年と
し

は
ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

（
呉ご

屋や

春は
る

美み

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）

と
合ご

う

同ど
う

で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

北き
た

川が
わ

会か
い

長ち
ょ
う

は
「
１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
最さ

い

後ご

を
飾か

ざ

る
グ
ラ
ン

　

２
０
日か

か
ら
始は

じ

ま
る
第だ

い

２
１
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
（
サ
ン
パ

ウ
ロ
・
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
、

R
o

d
. d

o
s Im

ig
ran

-
tes, km

 1
,5

）
に
、
恒こ

う

例れ
い

の『
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

広ひ
ろ

場ば

（Espaco 

（
来ら

い

社し
ゃ

し
た
）
神か

み

谷や

さ
ん
、
鈴す

ず

木き

さ

ん
、
玉た

ま

城き

さ
ん

da Terceira Idade

）』

が
設せ

っ

置ち

さ
れ
る
。

　

健け
ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

や
け
ん
玉だ

ま

、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
参さ

ん

加か

し

て
楽た

の

し
め
る
運う

ん

動ど
う

の
ほ
か
、

講こ
う

演え
ん

会か
い

で
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
の
人ひ

と

に
つ
い
て
留

り
ゅ
う

意い

す
る

点て
ん

」、「
モ
リ
ン
ガ
の
効こ

う

果か

」、

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症し

ょ
う

の
世せ

話わ

人に
ん

グ
ル
ー
プ
」
な
ど
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

向む

け
、
世せ

話わ

人に
ん

向む

け
に
様さ

ま

々ざ
ま

講こ
う

演え
ん

が
行お

こ

な
わ
れ
る
。

　

ほ
か
、
セ
ラ
ピ
ー
犬け

ん

な
ど

動ど
う

物ぶ
つ

介か
い

在ざ
い

療り
ょ
う

法ほ
う

を
実じ

っ

践せ
ん

す
る

団だ
ん

体た
い

の
発は

っ

表ぴ
ょ
うや

記き

憶お
く

力り
ょ
くテ

ス

ト
を
行お

こ

な
う
団だ

ん

体た
い

な
ど
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
企き

画か
く

も
た
く
さ
ん
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
運う

ん

営え
い

者し
ゃ

の
鈴す

ず

木き

・
牧ま

き

ウ
ィ
リ
ア

ン
さ
ん
、
神か

み

谷や

牛う
し

太た

郎ろ
う

聖せ
い

市し

議ぎ

、
玉た

ま

城き

ロ
ベ
ル
ト
さ
ん
は

回か
い

親し
ん

睦ぼ
く

会か
い

」
を
８
月が

つ

２
６

日に
ち

正し
ょ
う

午ご

か
ら
、
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（R
u

a F
ag

u
n

d
es, 

1
5

2
, L

ib
erd

ad
e

）
で

開か
い

催さ
い

す
る
。入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
うだ

が
、

持も

ち
寄よ

り
一い

っ

品ぴ
ん

を
持じ

参さ
ん

す
る

こ
と
。

　

ミ
ラ
ン
ド
ポ
リ
ス
郡ぐ

ん

の
ア

リ
ア
ン
サ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

の

再さ
い

会か
い

の
場ば

と
し
て
始は

じ

ま
っ
た

懇こ
ん

親し
ん

会か
い

。
例れ

い

年ね
ん

約や
く

３
５
０
人に

ん

近ち
か

く
が
参さ

ん

加か

し
、
ア
リ
ア
ン

サ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

か
ら
も
バ
ス
一い

ち

台だ
い

で
駆か

け
つ
け
る
。

　

ア
リ
ア
ン
サ
か
ら
新し

ん

鮮せ
ん

な

牛ぎ
ゅ
う

肉に
く

約や
く

１
０
０
キ
ロ
が
持も

ち

込こ

ま
れ
、
シ
ュ
ラ
ス
コ
が
楽た

の

し

め
る
。
当と

う

日じ
つ

は
、
鳥と

っ

取と
り

傘か
さ

踊お
ど

り
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
様さ

ま

々ざ
ま

な

余よ

興き
ょ
うが

行お
こ
な

わ
れ
る
ほ
か
、
景け

い

品ひ
ん

の
抽

ち
ゅ
う

選せ
ん

な
ど
も
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
市い

ち

川か
わ

代だ
い

表ひ
ょ
う、

橋は
し

浦う
ら

行ゆ
き

雄お

さ
ん
は

「
年と

し

に
１
回か

い

の
再さ

い

会か
い

を
楽た

の

し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
呼よ

び

か
け
た
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
、
市い

ち

川か
わ

代だ
い

表ひ
ょ
う（

１
１
・９
９
９
１
８
・ 

８
３
７
３
）
ま
で
。

レ
ス
ト
ラ
ン
・
ジ
ュ
ン
ジ
・
サ

カ
モ
ト
で
期き

間か
ん

限げ
ん

定て
い

「
し
ょ

う
が
焼や

き
定て

い

食し
ょ
く」

が
販は

ん

売ば
い

さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現げ

ん

在ざ
い

開か
い

催さ
い

中ち
ゅ
うの

『A
rom

a &
 Fla-

vor

（
香こ

う

と
味あ

じ

）』
展て

ん

を
よ
り

深ふ
か

く
理り

解か
い

す
る
た
め
に
特と

く

別べ
つ

に
用よ

う

意い

さ
れ
た
も
の
。
し
ょ

う
が
の
タ
レ
を
絡か

ら

め
た
豚ぶ

た

肉に
く

に
、
蓮れ

ん

根こ
ん

チ
ッ
プ
ス
と
、
キ
ュ

ウ
リ
と
大だ

い

根こ
ん

の
お
漬つ

け

物も
の

、
ご

飯は
ん

と
味み

噌そ

汁し
る

の
セ
ッ
ト
。
営え

い

業ぎ
ょ
う

時じ

間か
ん

は
、
平へ

い

日じ
つ

（
月げ

つ

曜よ
う

除の
ぞ

く
）
は
正

し
ょ
う

午ご

か
ら
午ご

後ご

３

時じ

、
午ご

後ご

６
時じ

か
ら
１
０
時じ

ま
で
。
土ど

曜よ
う

日び

は
正

し
ょ
う

午ご

か
ら

午ご

後ご

１
０
時じ

ま
で
、
日に

ち

曜よ
う

日び

は
午ご

後ご

６
時じ

ま
で
。

（
左ひ
だ
りか
ら
）
市い
ち

川か
わ

さ
ん
、
橋は
し

浦う
ら

さ
ん

　
「
結ゆ

い

」
は
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら

の
「
彩あ

や

―
日に

本ほ
ん

の
色い

ろ

」
と
午ご

後ご

１
時じ

か
ら
の
「
瑞ず

い

―
祝い

わ

い
」

の
２
部ぶ

構こ
う

成せ
い

。
約や

く

３
０
団だ

ん

体た
い

「
眞ま

子こ

さ
ま
に
も
見み

て
欲ほ

し
い
」

次じ

世せ

代だ
い

に
繋つ

な

ぐ
未み

来ら
い

へ
の
懸か

け
橋は

し

ド
・
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
盛せ

い

大だ
い

に
行お

こ
な

い
ま
す
。
エ
ド
ア
ル

ド
や
出

し
ゅ
つ

演え
ん

歌か

手し
ゅ

の
歌う

た

声ご
え

を
存ぞ

ん

分ぶ
ん

に
楽た

の

し
ん
で
ほ
し
い
」
と

話は
な

し
た
。

　

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

前ぜ
ん

日じ
つ

の
１
２
月が

つ

１

日に
ち

に
は
、
エ
ド
ア
ル
ド
に
よ

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
デ
ィ
ナ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
文ぶ

ん

協き
ょ
う

体た
い

育い
く

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
入

に
ゅ
う

場
じ
ょ
う

料り
ょ
うは

２
５
０
レ
ア
ル
と
な
る

見み

込こ

み
。
売う

り
上あ

げ
の
一い

ち

部ぶ

今こ

年と
し

も
充じ

ゅ
う

実じ
つ

、
家か

族ぞ
く

向む

け
講こ

う

演え
ん

も

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

広ひ
ろ

場ば

８
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

も

名な

護ご

市し

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

歓か
ん

迎げ
い

会か
い

、
来ら

い

月げ
つ

５
日か

は
文ぶ

ん

協き
ょ
う、

援え
ん

協き
ょ
う、

救
き
ゅ
う

済さ
い

会か
い

「
憩い

こ
い

の
園そ

の

」
に
寄き

付ふ

さ
れ
る
。

入に
ゅ
う

場じ
ょ
う

券け
ん

は
、
近き

ん

日じ
つ

中ち
ゅ
う

に
販は

ん

売ば
い

開か
い

始し

予よ

定て
い

。

ケ
イ
パ
ラ
セ
ホ
テ
ル
（R

u
a 

G
alvao B

ueno, 4
2

5

）

１
１
階か

い

で
行お

こ
な

う
。
申

も
う
し

込こ

み
は

今こ
ん

月げ
つ

２
１
日に

ち

ま
で
。

　

８
月が

つ

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
ブ
ラ

ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
た

め
、
渡と

具ぐ

知ち

武た
け

豊と
よ

市し

長ち
ょ
う、

宮み
や

城ぎ

弘ひ
ろ

子こ

市し

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うら

慶け
い

祝
し
ゅ
く

団だ
ん

１
２
人に

ん

が
来ら

い

伯は
く

す
る
。

　

一い
っ

行こ
う

は
２
日か

到と
う

着ち
ゃ
く。

カ
ン

ポ
・
グ
ラ
ン
デ
、
ロ
ン
ド
リ

ー
ナ
を
視し

察さ
つ

し
た
後あ

と

、
５
日か

の
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

主し
ゅ

催さ
い

の
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
そ
の
後ご

、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ボ
リ
ビ
ア
の

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

で

は
、
８
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの

同ど
う

市し

出
し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

６
０
人に

ん

近ち
か

く
が
表

ひ
ょ
う

彰
し
ょ
う

さ
れ
る
。
０
１
年ね

ん

か
ら
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
今こ

ん

回か
い

で
６
回か

い

目め

。
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

者し
ゃ

も
合あ

わ
せ
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

は
７
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うと

な
る
見み

込こ

み
。

　

会か
い

費ひ

は
５
０
レ
ア
ル
、
記き

念ね
ん

品ひ
ん

代だ
い

金き
ん

は
一い

ち

家か

族ぞ
く

２
０
レ

（
強

き
ょ
う

制せ
い

で
は
な
く
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

費ひ

）。

申も
う
し

込こ

み
は
末す

え

吉よ
し

会か
い

長ち
ょ
う（

１
１ 

・
９
４
４
５
８
６
８
２
８
）、

大お
お

嶺み
ね

真し
ん

治じ

（
１
１
・
２ 

６
５
１
・４
８
０
２
）
ま
で
。

芸
げい

能
のう

ショーに豪
ごう

華
か

２千
せん

人
にん

出
しゅつ

演
えん

（７） ２０１８年第５０３８号 	 ７月	１３日	（金曜日）

前ぜ
ん

日じ
つ

に
は
ディ
ナ
ー
シ
ョ
ー
も

ブ
ラ
ジ
ル
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

に
凱が

い

旋せ
ん

出し
ゅ
つ

演え
ん

エドアルド

「結
ゆい

」関
かん

係
けい

者
しゃ

ら（下
か

段
だん

左
ひだり

端
はし

は大
おお

城
しろ

さん、左
ひだり

から３人
にん

目
め

が上
うえ

原
はら

副
ふく

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

長
ちょう

、４人
にん

目
め

が斉
さい

藤
とう

さん）

案
あん

内
ない

のために来
らい

社
しゃ

したＩＮＢの皆
みな

さん

110周
しゅう

年
ね ん

祭
さ い

典
て ん

あ
り
あ
ん
さ
郷き

ょ
う

友ゆ
う

会か
い

の
親し

ん

睦ぼ
く

会か
い

牛ぎ
ゅ
う

肉に
く

100
キ
ロ
の
シ
ュ
ラ
ス
コ

「
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
機き

に
、
こ
の

重じ
ゅ
う

要よ
う

な
活か

つ

動ど
う

に

た
く
さ
ん
の
人ひ

と

に
参さ

ん

加か

し
て
欲ほ

し
い
」
と
来ら

い

場
じ
ょ
う

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と

い
合あ

わ
せ

は
県け

ん

連れ
ん

（
１
１ 

・
３
２ 

７
７ 

・

８
５
６
９
）、
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
同ど

う

・

９
９
６
０ 

４
・

２
３
３
５
）
ま

で
。

　 首
しゅ

都
と

ブ ラ ジ
リ ア の
連
れん

邦
ぽう

議
ぎ

会
かい

は、
ブ ラ ジ
ル 日

に

本
ほん

移
い

民
みん

１１０周
しゅう

年
ねん

を祝
しゅく

福
ふく

して、１１日
にち

から２２日
にち

までのあいだ、上
じょう

下
か

両
りょう

院
いん

議
ぎ

事
じ

堂
どう

を日
にっ

章
しょう

旗
き

の色
いろ

で
ライトアップしている。
　今

こん

月
げつ

１８日
にち

に眞
ま

子
こ

さまがリオにご到
とう

着
ちゃく

され、２８日
にち

まで５州
しゅう

１４都
と

市
し

を歴
れき

訪
ほう

されるなか、連
れん

邦
ぽう

政
せい

府
ふ

からの粋
いき

な計
はか

らいだ。左
ひだり

側
がわ

にある半
はん

球
きゅう

を伏
ふ

せた形
かたち

の
上
じょう

院
いん

議
ぎ

事
じ

堂
どう

を紅
べに

に、右
みぎ

側
がわ

にある半
はん

球
きゅう

を
上
うえ

に開
ひら

いた形
かたち

の下
もと

院
いん

議
ぎ

事
じ

堂
どう

は白
しろ

でそれ
ぞれ照

て

らされる。

110 周
しゅう

年
ねん

で上
じょう

下
か

両
りょう

院
いん

を
紅
こう

白
はく

ライトアップ

連
れん
邦
ぽう
議
ぎ
会
かい
が粋

いき
な祝

しゅく
福
ふく

　

ブ
ラ
ジ
ル
名な

護ご

市し

親し
ん

睦ぼ
く

会か
い

（
末す

え

吉よ
し

業ぎ
ょ
う

幸こ
う

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
、

「
名な

護ご

市し

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

歓か
ん

迎げ
い

会か
い

及お
よ

び
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

」
を
８
月が

つ

５
日か

午ご

後ご

７
時じ

か
ら
、
ニ
ッ

　

あ
り
あ
ん
さ
郷

き
ょ
う

友ゆ
う

会か
い

（
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

代だ
い

表ひ
ょ
う）

は
「
第だ

い

５
３

も
な
く
、
立た

て
続つ

づ

け
に
披ひ

露ろ
う

さ
れ
る
予よ

定て
い

。
大お

お

城し
ろ

さ
ん
は

「
見み

た
こ
と
な
い
も
の
を
見み

せ
る
。
日に

本ほ
ん

で
も
見み

ら
れ
な

い
内な

い

容よ
う

に
な
る
の
で
は
」
と

期き

待た
い

を
盛も

り
上あ

げ
た
。

　

上う
え

原は
ら

副ふ
く

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは

「
大お

お

き
な
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

で
も
あ
る
芸げ

い

能の
う

シ
ョ
ー
な
の
で
、
眞ま

子こ

さ
ま

に
も
ぜ
ひ
見み

て
い
た
だ
き
た

い
。
誰だ

れ

も
見み

た
こ
と
が
な
い

公こ
う

演え
ん

に
な
る
」
と
自じ

信し
ん

を
見み

せ
た
。
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